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第
６５
回
全
英
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

ロ
ン
ド
ン

・
ウ
エ
ン
プ
レ
ー

ハ
ル
ト
ノ
、
八
回
目
の
栄
冠

ギ
ル
ク
ス
夫
人
は
三
冠
王
を
達
成

第
６５
回
全
英
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
天
会
は
、
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
ウ
ェ

ン
ブ
レ
ー
の
エ
ン
パ
イ
ア
プ
ー
ル
・

ア
ン
ド

・
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
で
開

催
さ
れ
た
。

一
九
六
八
年
か
ら
七
四
年
ま
で
七

年
連
続
で
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
に
優
勝

し
、
昨
年
デ
ン
マ
ー
ク
の
ス
ヴ
ェ
ン

・
プ
リ
に
優
勝
を
奪
わ
れ
た
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
国
民
的
英
雄
、
ル
デ
ィ
・

ハ
ル
ト
ノ
は
、
エ
ル
ラ
ン
ド

・
コ
プ

ス

（デ
ン
マ
ー
ク
）
の
保
持
す
る
七

回
優
勝
の
男
子
単
の
記
録
を
破
っ
て

王
座
に
返
り
咲
く
べ
く
今
年
も
ウ
ェ

ン
プ
レ
ー
に
や
っ
て
来
た
。

ハ
ル
ト
ノ
は
準
決
勝
で
フ
レ
ミ
ン

グ

・
デ
ル
フ
ス

（デ
ン
マ
ー
ク
）
に

大
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
が
、
セ
ン
ア

ィ
ン
グ
で
切
り
抜
け
、
決
勝
で
は
同

僚
の
リ
ム
・
ス
ウ
ィ

・
キ
ン
を
破
り
、

見
事
に
二
年
ぶ
り
八
回
目
の
優
勝
を

達
成
し
た
。

今
大
会
に
は
、
女
子
の
単
複
に
昨

年
優
勝
し
て
い
る
日
本
を
は
じ
め
と

す
る
ア
ジ
ア
の
各
国
が
、
同
時
期
に

開
催
さ
れ
た
第

一
回
ア
ジ
ア
招
待
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会
に
参
加
し
た
た

め
、
や
や
寂
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

こ
の
全
英
大
会
不
参
加
に
は
、
中
国

加
盟
、
台
湾
追
放
と
い
う
要
求
が
、

国
際
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
の
採
決
に

よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
こ
と
へ
の
抗
議

の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る

（
こ
の
件

に
は
各
国
が
も
っ
て
い
る
投
票
数
な

ど
の
問
題
も
あ
る
た
め
、
追
っ
て
本

誌
々
上
で
、
わ
が
国
の
国
際
委
員
会

の
正
式
見
解
を
公
表
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
）。
し
か
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
と
並
ん
で
ア
ジ
ア
か
ら
参
加
申
込

み
を
し
た
台
湾
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府

が
ビ
ザ
を
発
行
し
な
か
っ
た
た
め
、

参
加
で
き
な
か
っ
た
。

各
種
目
の
記
録
は
次
の
と
お
り
。

（
ロ
イ
タ
ー
、
Ａ
Ｐ
に
よ
る
）

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

ノ′、
ル
ト

２

キ
　
ン

２

▼
決
勝

ノ′、
ル
ト

２

（‐５‐５
‐ ‐
７ ７
）
０

キ
　
ン

■
ル
デ
ィ

・
ハ
ル
ト
ノ

（イ
ン
ド
ネ

シ
ア
）
が
八
回
目
の
優
勝
と
い
う
全

英
選
手
権
男
子
史
上
の
新
記
録
を
樹

立
し
昨
年
の
雪
辱
を
は
た
す
か
ど
つ

か
が
最
大
の
注
目
の
的
で
あ
っ
た
。

六
八
年
か
ら
七
四
年
ま
で
七
年
連

続
で
優
勝
し
、
昨
年
決
勝
で
ス
ヴ
ェ

ン
・
プ
リ

（デ
ン
マ
ー
ク
）
に
敗
れ

た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
英
雄
ハ
ル
ト
ノ

は
、
今
年
も
そ
の
姿
を
ウ
ェ
ン
プ
レ

ー
の
コ
ー
ト
に
見
せ
た
。
し
か
し
、

準
決
勝
ま
で
は
苦
し
い
戦
い
が
続
き
、

と
く
に
フ
レ
ミ
ン
グ

・
デ
ル
フ
ス

（デ
ン
マ
ー
ク
）
と
の
準
決
勝
は
フ

ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
し
か
も
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
に
ま
で
も
つ
れ
こ
む
と
い
つ
内

容
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム
中
に

右
足
を
痛
め
る
と
い
つ
不
運
に
も
見

舞
わ
れ
た
。

一
方
の
準
決
勝
は
、
今
大
会
の
第

２
シ
ー
ド
の
ス
タ
ー

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
と
リ
ム
・
ス
ウ

ィ

・
キ
ン

（イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
対

戦
と
な
っ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
誇
る
名
選
手
で
キ
ャ
リ

ア
十
分
。
キ
ン
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

次
代
を
に
な
つ
若
手
ブ
レ
ー
ヤ
ー
で

今
年

一
九
歳
。
キ
ン
は
ベ
テ
ラ
ン
に

対
し
正
確
な
ド
ロ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
を

武
器
に
攻
撃
、
２
１
０
の
ス
ト
レ
ー

ト
で
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。

決
勝
は
、
約
五
千
の
観
衆
の
見
守

る
中
で
開
始
さ
れ
た
が
、
準
決
勝
と

違
っ
て
動
き
の
さ
え
る
ハ
ル
ト
ノ
は
、

手
の
内
を
知
っ
て
い
る
と
い
つ
こ
と

も
あ
り
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
と
ば
し
、

‐５
‐
７
、
１５
‐
７
の
ス
ト
レ
ー
ト
で

栄
冠
を
獲
得
し
た
。
こ
の
瞬
間
全
英

選
手
権
男
子
史
上
初
の
八
回
目
の
優

勝
と
い
つ
大
記
録
が
達
成
さ
れ
た
。

こ
の
二
六
歳
の
ヒ
ー
ロ
ー
は
、
試

合
後
、
コ
」
ん
な
う
れ
し
い
こ
と
は

な
い
、
と
に
か
く
ハ
ッ
ピ
ー
だ
。
も

し
、
来
年
も
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

ロ

ッ

ク

ウ
′
ッ

ト
Ｐ
　
，
“

だ
ルク
２

タ
テ

ィ

コ
ー
ペ

ン

▼
決
勝

パ
ル
ク

２

（
‐‐‐‐
‐ ‐
３ ０
）
０

¨
″
膨

■
ギ
リ
ア
ン
・
ギ
ル
ク
ス
夫
人

（イ

ギ
リ
ス
）
が
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

・
ロ
ツ

ク
ウ
ッ
ド
夫
人

（イ
ギ
リ
ス
・
旧
姓

ベ
ッ
ク
）
を
降
し
て
、
念
願
の
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
で
優
勝
し
た
。
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エ
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ラ
ン
ド
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コ
プ
ス
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七
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を
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回
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決
勝
は
同
僚
の
リ
ム

・
ス
ウ
ィ
・
キ
ン
に
快
勝

一
九
五
二
年
の
ア
ー
ム
夫
人

以
来
の
快
挙
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準
決
勝
で
は
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
が
イ

イ
じ
不
シ
ア
の
タ
テ
ィ
・
ス
ミ
ラ
を

圧
倒
し
、
ギ
ル
ク
ス
も
デ
ン
マ
ー
ク

の
リ
ー
ン
・
コ
ー
ペ
ン
を
ニ
ゲ
ー
ム

目
や
や
も
つ
れ
た
も
の
の
ス
ト
レ
ー

ト
で
勝
ち
、
イ
ギ
リ
ス
同
士
の
決
勝

と
な
っ
た
。

ギ
ル
ク
ス
は
四
年
連
続
の
決
勝
進

出
と
な
っ
た
が
、
七
三
年
は
ベ
ッ
ク

（現
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
夫
人
）
に
、
七

四
、
七
五
年
は
湯
木
博
恵

（日
本
）

に
破
れ
、
タ
イ
ト
ル
を
手
に
し
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
つ
い
に

念
願
の
タ
イ
ト
ル
を
皐
・に
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
々
決
勝
ンブノレマ和ウ′ヾ２一・５‐５８‐‐１３‐２‐５）・″つ中
ス
テ

ィ

″

］

］

２

（
‐５ ‐５

‐ ‐

６ ６

）

０

関

″

″

エ
　
ツ
ｔ
ｒ

▼
決
勝

フ

レ
ースカマ””２（‐７‐５「‐５‐２）０″‐コ同

ム◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
々
決
勝

ル
デ
ィ

・
ハ
ル
ト
ノ

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス

▼
決
勝

スギンタ
ノレトフレ
〔

２

（
‐５ ‐５
‐ ‐
‐２ ９
）
０

”
‐‐ フレ
”

■
ダ
ブ
ル
ス
に
お
い
て
は
イ
ギ
リ
ス

勢
の
進
出
が
目
立
っ
た
。
上
位
進
出

ペ
ア
は
次
の
と
お
り
．

男
子
ダ
ブ
ル
ス

ロ
ー
ラ
ン
ド

・
マ
イ
バ
ル
ト
、
ヴ
ィ

リ
ー

・
プ
ラ
ウ
ン

（西
独
）、
フ
レ

ミ
ン
グ

・
デ
ル
フ
ス
、　
エ
ロ
・
ハ
ン

セ
ン

（デ
ン
マ
ー
ク
）、
ス
ヴ
ェ
ン

・
プ
リ
、
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ス
コ
ブ
ガ

ー
ド

（デ
ン
マ
ー
ク
）、
レ
イ

・
ス

テ
ィ
ー
プ
ン
ス
、　
マ
イ
ク

・
ト
レ
ジ

ェ
ッ
ト

（イ
ギ
リ
ス
）、
ベ
ン
ト

・

フ
レ
ー
マ
ン
、
ト
ー
マ
ス
・
カ
ー
ル

ス
ト
レ
ム

（
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
）、
ア

レ
ン
・
コ
ナ
ー
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ

ッ
ド

（イ
ギ
リ
ス
）、
チ

ュ
ン
・
チ

ュ
ン
、
ョ
ハ
ン
・
ワ
ジ
ュ
デ
ィ

（イ

ン
ド
ネ
シ
ア
）、
ポ
ー
ル
・
ピ
ー
タ

ー
セ
ン
、
ペ
ア

・
ワ
ル
ソ
ー

（デ
ン

マ
ー
ク
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス

テ
レ
シ
ア

・
ウ
ィ
ジ
ャ
ス
タ
テ
ィ
、

レ
ジ
ナ
・
マ
ス
リ

（イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、

バ
ー
バ
ラ

・
ジ
ャ
イ
ル
ズ
、
ヒ
ー
サ

ー

・
ニ
ー
ル
セ
ン

（イ
ギ
リ
ス
）、

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

・
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
、

ノ
ラ

・
ガ
ー
ド
ナ
ー

（イ
ギ
リ
ス
）、

イ
ン
ガ
ー

。
ボ
ル
グ
ス
ト
レ
ム
、
ペ

ー
リ
ン
・
カ
ガ
ー
ド
（
デ
ン
マ
ー
ク
）、

ヨ
ー
ケ
・
バ
ン
・
ビ
ュ
ー
セ
コ
ム
、

マ
ー
ヤ
ン
・
リ
ュ
ー
ス
ケ
ン

（オ
ラ

ン
ダ
）、
キ
ャ
シ
ー

・
レ
ッ
ド
ヘ
ッ

ド
、
ジ
ャ
ン
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー

（イ

ギ
リ
ス
）、
ギ
リ
ア
ン
・
ギ
ル
ク
ス
、

ス
ー
・ウ
ェ
ト
ナ
ー
ル

（イ
ギ
リ
ス
）、

Ｋ

・
ク
ッ
キ

（西
独
）、
Ａ

・
バ
ー

マ
ー

（イ
ギ
リ
ス
）

混
合
ダ
ブ
ル
ス

ギ
リ
ア
ン
・
ギ
ル
ク
ス
、
デ
レ
ク

・

ギ
リ
ア
ン

・
ギ

ル
ク
ス

タ
ル
ボ
ッ
ト

（イ
ギ
リ
ス
）、
ノ
ラ

・
ガ
ー
ド
ナ
ー
、　
マ
イ
ク

・
ト
レ
ジ

ェ
ッ
ト

（イ
ギ
リ
ス
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
は
昨
年
の
覇
者
、

チ
ュ
ン
・
チ
ュ
ン
・
ワ
ジ
ュ
デ
ィ
組

を
準
決
勝
で
破

っ
た
フ
レ
ー
マ
ン
・

カ
ー
ル
ス
ト
レ
ム
組
が
初
優
勝
。
女

子
ダ
ブ
ル
ス
は
、
ギ
ル
ク
ス
・
ウ
ェ

ト
ナ
ー
ル
組
が
僚
友
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド

・
ガ
ー
ド
ナ
ー
組
に
快
勝
。
混
合
ダ

ブ
ル
ス
も
イ
ギ
リ
ス
同
士
の
決
勝
と

な
り
、
タ
ル
ボ
ッ
ト

・
ギ
ル
ク
ス
組

が
七
三
年
に
次
い
で
二
度
目
の
優
勝

を
』か
ざ
っ
た
。

こ
の
結
果
、
ギ
リ
ア
ン
・
ギ
ル
ク

ス
夫
人
は
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ

ブ
ル
ス
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
の
三
種
目

に
優
勝
と
い
う
快
挙
を
達
成
し
た
。

こ
の
記
録
は
、　
一
九
五
二
年
に
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
ト
ニ
ー

・
ア
ー
ム
夫
人

が
、
ダ
ブ
ル
ス
で
Ａ

・
ヤ
コ
プ
セ
ン
、

混
合
ダ
ブ
ル
ス
で
Ｐ

・
ホ
ル
ム
と
組

ん
で
三
冠
王
に
な
っ
た
の
に
次
ぎ
、

二
四
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る

（な
お

ア
ー
ム
夫
人
は
、　
一
九
五
〇
年
に
も

三
冠
王
に
な
っ
て
い
る
）。

今
年
の
全
英
選
手
権
は
、
ル
デ
ィ

・
ハ
ル
ト
ノ
の
新
記
録
達
成
、
ギ
リ

ア
ン
・
ギ
ル
ク
ス
の
三
冠
王
と
い
つ

は
な
ば
な
し
い
成
績
を
残
し
た
が
、

一
方
で
は
、
昨
年
二
種
目
に
優
勝
し

た
日
本
の
不
参
加
と
い
つ
後
味
の
悪

さ
を
残
し
た
こ
と
は
否
め
な
か
っ
た
。

▼ デワチチ ムスカマフ

羨 
イ
4チヂ  ↓ノし
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ィ
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◆
第
４
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
強
化
合
宿
兼
競
技
大
会

３

ｏ
２６
～
２７
●
桐
生
市

全
国
か
ら
精
鋭
が
参
加
＝
香
川

η
こ
と
大
阪

Ｔ
子

第
４
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
強
化
合
宿
兼
競
技
大
会
は
、

３
月
２６
、
２７
日
の
両
日
桐
生
市
民
体

育
館
で
行
わ
れ
た
が
、
男
子
団
体
は

香
川
県
、
女
子
団
体
は
大
阪
府
が
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

個
人
戦
で
は
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
が

宍
戸

（宮
城
）、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

石
川

（大
阪
）、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
小

浜

・
諸
多

（奈
良
）、
女
子
ダ
ブ
ル

ス
青
木

・
藤
井

（新
潟
）
が
優
勝
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
コ
ア
は
次
の
と

お
り
。

◆
男
子
団
体

▽

一
回
戦

香　川２
（

▽
二
回
戦

上  宮江  熊

田 島林  馬

田  川  本 田  川
2223

霊
=囲
爾

0     1     0

武  早 山  鳥

坂 森 石

川本  取

宮  上  宮江
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囲E=I
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小  西  諸小  奈
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２
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村
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西　出
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山
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平

野
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1515
1  1
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0
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林

能
（
本
３

香一　川３
（輔２．―‐００）０群

壮　町
２
（‐５‐５‐‐８７）０
掛

宣早
地
２
ｍ
旦∪
０
磯

江

動
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―‐
００）
乳
鱈
　
‐宮

本
３命肇２．―‐００）０石

林
２
（‐５‐５‐‐２５）０
麻

村
２
（‐５‐５‐‐・２）０
西

本
２
（‐５‐５‐‐４２）０
森

宮
宇
地

１

平
　
野

２

▽
三
位
決
定
戦

石　川２
（輔Ｈ‐‐・０）・二　重

麻　相
２
（‐８‐５‐‐‐５‐‐）０
瓢　剤

嚇　刊
２
⌒‐８‐５‐‐‐５‐‐）０
紬　輌

西　川
０
⌒‐‐３‐‐‐５‐８）２
井　崎

森　田
２
⌒‐５‐５‐‐４７）０
森　井

▽
決
勝
香一　川
２（輔Ｈ‐‐‐０）
・熊　本

社　瓢
２
（‐５‐５‐‐３３）０
籠　様

宮宇地
２
（‐５‐５‐‐３２）０
上　村

平　野
０
（９８‐―‐５‐５）２
｛呂　本

林
２
⌒‐５‐５‐‐９４）０
一一口　翻

村
２
⌒‐５‐５‐‐６０）。
横　山

本
２
（‐５‐５‐‐３４）０
士口
田

▽
準
決
勝

地  野原
2

平上  香

井西  重
=囲
冨爾

0     2     0    1

山  井  森山 三

が
優
勝



◆
女
子
団
体

▽

一
回
戦

一品　知２
（輔２０１‐０．）・新

動　林
０
（９４‐―‐５‐５）２
齢

浜　田２（‐‐１２７‐‐１５‐０‐‐一‐・尚

松　村
２
（‐‐‐‐‐‐７７）０
土日

阪３
（〕２．―‐００）０静　岡

▽
準
決
勝

音同　知３
（報２．―‐００）０青　森

荒南  群

回 雲   It  木雲  馬
単支  2     2     2    3
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２
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一四
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⌒
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‐ ‐
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一
　
０
　
一具
立
口士
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小子内
２
⌒‐‐‐‐‐‐５２）０
坂　梨

大　阪３
⌒韓２．―‐００）０北海道

判　村
２
⌒‐５‐５‐‐６２）０
極ノ緋
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浜  松山
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本寸    り||
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五  川
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知２
（靱Ｈ‐‐・０）・東　一示

林
２
（‐７‐５‐‐‐６‐０）０
蔀多豚

田
２
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野　口

村
０
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1  1  1  1  1  1  1
5 9111lH 9 8

1     2    0

南   中 南荒

雲   Iル  雲木

讃 番  省  暑 早省 量 差

藤 本

鉢２（‐５‐７‐３‐‐‐６‐５‐５一・山′‐、子和

田

２

ｍ

叫

じ

０

葛

西

村
２
（‐‐‐‐‐‐７６）０
小子内

▽
三
位
決
定
戦

上　村
２
（‐５‐５‐‐‐２５）０
西　川

▽
決
勝
宍　一月２
⌒‐５‐５‐‐０４）０
宦星十地

村
２
⌒‐５‐５‐‐９６）０
帥

川
２
（‐‐‐‐‐‐４２）０
内

２
⌒‐‐‐‐‐‐４２）０
山

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽

一
回
戦

一ノ謙硼
２
（‐５‐５‐‐３３）０毎型箱憫）

一譜」銀
２
（‐５‐５‐‐３９）０悦伊蜘馴

▽二回戦
辞
齢
２
爾
‐‐〕
０
蓼
勒

基
鴨
２
爾
‐‐Ｕ
Ｏ
絆
挽

一”肥”２
（‐５‐５‐‐５‐‐）０
井　崎

「ピ‐‐‐，，，冽２
⌒‐８‐５‐‐５‐３）０
武　良

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽

一
回
戦

訳
ｍ
２
爾
‐‐じ
０
炒
Ｌ

戸
ｍ
２
爾
‐‐じ
０
鰍同「

▽二回戦
馨
一２
（‐‐‐‐こ
満
跡

▽
準
決
勝

套
い
　

下
，
，
“

（
¨
¨
‐ ‐

中
一
　
０
〉
士具
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讐
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川

２

⌒
‐‐ ‐‐
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青
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▽
三
位
決
定
戦

一呂

　
”町

２
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士具
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ダ
ブ
ル
ス
は
決
一勝
・ｔ
，
テ
イ
ナ
ル
の
大
一接
戦

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
一
回
戦
渕儒町２⌒‐５‐５‐１８‐０）０柵・瑯

▽
三
位
決
定
戦

軸　膵
２
（‐５‐５‐‐‐０６）０
懸　和

▽
決
定

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
一
回
戦
一卍』一２（‐７‐５‐‐‐４２）０（脚に鰐）

釧臨
２爾‐‐じ
０敵嶋

▽二回戦
一瘤』一２⌒‐５‐５‐‐４０）０脚季郷

「卍」一２⌒‐５‐５‐１９‐２）０珈彰勁
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2
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奮二若

塾瓶生
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準
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困旱議昌算讐界↑省薯:言
河

村

平（大
阪
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15156
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1515
1  1
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0

荒南

木雲

藤青

井木

2

15 7 15
1  1  1

121510

1

松山

村本

▽
三
位
決
定
戦

悧　村
２
⌒‐５‐５‐‐２２）０
山ノ‐、子釉

▽
決
勝

金
沢
マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ク
ラ
ブ
発
足

２
０
０
人
が
参
加
し
盛
大
に
パ
ー
テ
ィ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
愛
好
す
る
主
婦

の
集
り
で
あ
る

「金
沢
マ
マ
さ
ん
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
」
（石
川
県
金

沢
家
庭
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

が
発
足
、
去
る
二
月
二
七
日
午
後

一

時
か
ら
金
沢
市
内
の
金
沢
ニ
ュ
ー
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
発
足
祝
賀
会
が
開

か
れ
た
。

会
員
は
金
沢
市
内
の
主
婦
ら
約
二

百
人
で
、
平
均
年
齢
は
三
十
二
、
三

歳
。
昨
年
九
月
か
ら
ク
ラ
ブ
結
成
が

準
備
さ
れ
て
い
た
。

会
長
に
は
米
沢
外
秋
氏

（県
議
会

議
長
）
が
選
ば
れ
た
ほ
か
、
理
喜
長

に
は
堤
紀
久
子
、
副
理
事
長
に
は
辻

川
和
子
、
相
馬
克
美
、
村
田
悦
子
の

各
氏
が
選
ば
れ
た
。

理
事
長
の
堤
紀
久
子
さ
ん
は

「
こ

れ
か
ら
週
二
回
の
練
習
を
行
い
、
も

っ
と
多
く
の
人
に
プ
レ
ー
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
よ
つ
に
し
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

（資
料
提
供
＝
北
陸
中
日
新
聞
、
写

真
提
供
も
）

パ
ー
テ
ィ
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
中
日
新
聞
北
陸
支
社
代
表
の
森
勇
夫
氏

h
呻 誇 グ ,

6



カアルトンのシャトルコックは、〃チョウ羽根の長所を

完壁にとり入れました。一一羽根の特殊構造と硬めの

ヘッドは、ネットぎわのすばやいターンオーバーと正確

なスマッシュ、スピードを生むよう設計されておりま丸

また、羽根の網目は、プレー中に自く見えやすいような

デザイン。ガチョウ羽根の伝統の良さを超え、他の類似

品を完禁 よせつけませた このすばらい 性ヽ能は、ナ

イロンシャトル (カアルトンで研究・開発した特殊ナイ

ロン)の経済性を生かした、世界の傑作品です。一―

総輸入元 メトロレジャー株式会社

〒101東京都千代田区外神田5 6 4TEL(03)83386610

ニュート ナメントーー 1個 ¥280

どんなシャトルでも、打球の

瞬間は、写真のように変形

が起ります。これがたび■

なると、耐久性が弱まり、

飛翔状態に著 しく影●が

あらわれます。カアルトン

のシャトルは、ヘッドの内

部 (下記イラスト参照 )に回

転機構を採用し、この問題

を全て解決しました。一

ナイロンシャトルの快t贖 .ホ●以上の生彙をもち しか0け久性は

薇手.国産シャトルよりも少し高いですが 正しいバドミントンの

ヽの 経済

"を
●力者であることは 各国の関係■″

13めております.このニュートーナメントの

“

大を

定lrは tの壼性をキしません。

イフト″ ヨ

“

～-1● Y220

性に的には ニュートーナメントに比べ やや劣りますが

目晨品とi31L崚にならな,■
=ど
饉れた性催をもち しかも

●■は国産昌と

'ワ

ません.耐久性はニュートーナメントよりも

大夫ですから 目蘊シャトルに比べ 夫贅にお,です。もちろん
ま合菫ですが ●コ用にもおすすめ歌しま●.

回
転
機構をとり入れたカアルトンシヤ

'L

ニュートーナメント:ターンオーパー



第 1回アジア招待バ ドミントン競技会―-3/24～27 タイ・バンコク

スミラト,湯仙虎・候加昌を連破して優勝

日本チームはまつた<振るわず一―全員1回戦で姿を消す

中
国
×
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

自
熱
の
好
ゲ
ー
ム
を
展
開

第
１
回
ア
ジ
ア
招
待
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
会

（ア
ジ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

連
盟
主
催
）
は
、
３
月
２４
日
か
ら
２７

日
の
３
日
間
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で

開
か
れ
た
。

本
大
会
は
、
全
英
選
手
権
大
会
と

同
時
期
に
行
わ
れ
た
た
め
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
ル
デ
ィ

・
ハ
ル
ト
ノ
、
チ

ュ
ン
チ
ュ
ン
、
リ
ム
・
ス
ウ
ィ
。
キ

ン
、
ワ
ジ
ュ
デ
ィ
、
タ
テ
イ

・
ス
ミ

ラ
、
テ
レ
シ
ア

・
ウ
ィ
ジ
ャ
ス
テ
ィ

ら
は
出
場
せ
ず
、
日
本
の
男
子
主
力

選
手
は
ト
マ
ス
杯
ア
ジ
ア
地
区
決
勝

が
迫
っ
て
い
る
た
め
、
女
子
主
力
は

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
上
の
理
由
か
ら
不

参
加
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
主
国
の
侯
加
昌
、
湯
仙

虎
、
林
詩
鈴
、
陳
玉
娘
、
梁
秋
霞
、

劉
霞
ら
が
出
場
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
は
、
ス
ミ
ラ
ト
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
、

チ
ャ
ン
ド
ラ
、
そ
し
て
女
子
若
手
の

ホ
ー
プ
、
ヴ
ェ
ラ
ワ
テ
ィ
が
参
加
、

中
国
対
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ゲ
ー
ム
は

各
コ
ー
ト
で
大
熱
戦
と
な
っ
た
。

日
本
か
ら
は
、
中
井
、
辻

（法
政

大
学
）、
矢
日
、
沢
内

（東
京
女
子

体
育
大
学
）
の
若
手
が
参
加
し
た
が

男
女
と
も
に

一
回
戦
の
力
べ
を
破
れ

ず
姿
を
消
し
た
。

ち
な
み
に
日
本
選
手
お
よ
び
主
要

ゲ
ー
ム
の
試
合
所
要
時
間
は
次
の
と

お
り
。

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

ウ
ォ
ン
２
１
０
辻

（９
分
、
８
分
）

チ
ェ
ン
２
１
１
中
井

（８
分
、
６
分
、

４
分
）、
ス
ミ
ラ
ト
２
１
１
湯

（１７

分
、
２０
分
、
１７
分
）、
ス
ミ
ラ
ト
２

１
１
侯

（１９
分
、
１７
分
、
２２
分
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

ホ
リ
１
２
１
０
矢
口

（４
分
、
６
分
）

陳
２
１
０
沢
内

（７
分
、
１０
分
）
、

梁
２
１
０
シ
ル
ビ
ア

（８
分
、
６
分
）、

ヴ
ェ
ラ
ワ
テ
ィ
２
１
０
陳

（１３
分
、

２４
分
）、
梁
２
１
１
ヴ

ェ
ラ
ワ
テ
ィ

（Ｈ
分
、
１０
分
、
１３
分
）

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス

湯

・
桑
２
１
０
辻

。
中
井

（１２
分
、

８
分
）、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ン

ド
ラ
２
１
０
湯

・
桑

（１３
分
、
１２
分
）

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス

陳

・
翁
２
１
０
矢
口
・
沢
内

（１２
分
、

８
分
）、
シ
ル
ビ
ア

・
ロ
ザ
リ
ン
ド

２
１
０
ト
ン
カ
ム
・
パ
タ
マ

（１５
分
、

２７
分
）

○
国
名
表
示
に
つ
い
て

夕
＝
タ
イ
、
香
＝
香
港
、
シ
＝
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
日
＝
日
本
、
ス
＝
ス
リ

ラ
ン
カ
、
パ
＝
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
＝

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ラ
＝
イ
ラ
ン
、

マ
＝
マ
レ
ー
シ
ア
、
印
＝
イ
ン
ド
、

ビ
＝
ビ
ル
マ
、
中
＝
中
国
、
比
＝
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
ネ
＝
ネ
パ
ー
ル

◆
日
本
選
手
団
行
動
経
過
◆

３
月
２２
日
　
羽
田
発
タ
イ
航
空
６
０

１
便
、
９
時
１５
分
発
。
１８
時
３０
分
バ

ン
コ
ク
着
。
２０
時
ラ
ジ
ャ
ー
ホ
テ
ル

着３
月
２３
日
　
午
前
Ｈ
時
～
１２
時
３０
分

練
習
会
場
に
て
日
本
選
手
の
練
習
。

午
後
８
時
よ
リ
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
ャ
ー

会
議
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
発
表
。

３
月
２４
日
　
午
前
９
時
よ
リ
タ
イ
国

立
競
技
場
に
て
競
技
開
始
。
男
子
シ

ン
グ
ル
ス
＝
辻
、
中
井
、
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
＝
沢
内
、
矢
口
、
男
子
ダ
ブ

ル
ス
＝
辻

・
中
井
組
、
女
子
ダ
ブ
ル

ス
＝
矢
口

・
沢
内
組
初
戦
で
敗
退

記
録
は
別
記
の
と
お
り
。

室
内
は
風
が
は
い
り
、
日
本
の
体

育
館
と
く
ら
べ
る
と
、
い
ま
ま
で
全

般
的
に
何
か
日
本
の
選
手
に
優
遇
さ

れ
た
感
が
あ
り
、
競
技
で
き
る
状
態

で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
選
手
た
ち
は

初
め
て
の
海
外
遠
征
の
た
め
気
候
に

な
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
他
の
国
の

選
手
た
ち
よ
り
、
息
切
れ
し
て
い
た
。

使
用
球
も
日
本
製
の
ほ
う
が
良
い
せ

い
か
タ
イ
国
産
の
イ
ー
グ
ル
が
使
用

さ
れ
て
い
た
。
球
は
回
転
し
な
い
し
、

陸
鳥
球
の
よ
つ
な
感
じ
で
あ
っ
た
。

午
後
６
時
開
会
式
。
午
後
７
時
競
技

開
始
、
終
了
は
午
後
１０
時
３０
分
。

３
月
２５
日
　
午
前
中
市
内
に
て
買
物

午
後
１
時
３０
分
、
空
港

へ
小
宮
理
事

長
出
迎
え
、
Ｓ
Ｑ
７
３
４
便
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
航
空
１４
時
３０
分
到
着

３
月
２６
日
　
午
後
７
時
、
第
３
日
目

競
技
を
見
学
、
終
了
Ｈ
時
３０
分
。

３
月
２７
日
　
午
前
１０
時
よ
リ
チ
ャ
パ

レ
ッ
ト
ホ
テ
ル
に
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
連
盟
会

議
。
午
後
６
時
３０
分
終
了
後
最
終
日

の
競
技
見
学
。
午
後
０
時
競
技
終
了
、

直
ち
に
閉
会
式
。
小
宮
理
事
長
は
女

子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
の
マ
レ
ー
シ
ア
ペ

ア
に
日
本
の
カ
ブ
ト
を
手
渡
す
。

３
月
２８
日
　
午
一印
Ｔ
答
思
。
午
後
選

手
団
観
光
バ
ス
に
て
二
ヵ
所
見
学

（ワ
ニ
の
養
殖
場
、
タ
イ
の
遺
跡
）。

午
後
８
時
ラ
ジ
ャ
ー
ホ
テ
ル
ー５
階
に

て
サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー
テ
ィ
ー
。
午
後
１０

時
３０
分
閉
△
■

３
月
２９
日
　
午
前
７
時
ラ
ジ
ャ
ー
ホ

テ
ル
出
発
。
空
港
８
時
１５
分
着
“
バ

ン
コ
ク
９
時
発
タ
イ
航
空
６
１
０
鴬

‐３
時
４５
分
香
港
着
Ю
ミ
ラ
マ
ホ
テ
ル

宿
均
３
月
３０
日
　
午
後
７
時
香
港
協
会
よ

り
夕
食
招
待
を
受
け
る
。

３
月
馴
日
　
午
前
中
休
息
。
香
港
１６

時
１５
分
発
タ
イ
航
空
６
０
０
便
「
東

京
１０
時
２２
分
着
⊃
空
港
に
て
解
団
弯
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◆
新
連
載
◆
お
日
さ
ん
や
子
供
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
た
め
の
シ
リ
ー
ズ

12

で
き
れ
ば
、
幼
少
の
時
か
ら

伊

藤

基

記

皆
さ
ん
は
エ
ル
ラ
ン
ド

・
コ
プ
ス

と
い
う
選
手
の
名
前
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ル
デ
ィ
・

ハ
ル
ト
ノ
選
手
が
全
英
、
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
の
覇
者
と
し
て
登
場
す
る
前

に
、
日
本
の
秋
山
選
手
や
小
島
選
手

が
最
も
活
躍
し
た
時
代
と
期
を
同
じ

く
し
て
、
全
英
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

に
五
回
も
優
勝
し
て
い
る
の
で
す
。

私
と
同
じ
よ
う
に
頭
の
髪
が
う
す

く
、
北
欧
系
に
し
て
は
ズ
ン
グ
リ
し

て
い
る
の
で
、
や
や
老
け
て
見
え
ま

し
た
が
、
ト
マ
ス
・
カ
ッ
プ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
ラ
ウ
ン
ド
が
日
本
で
開
催

さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
時
、
日

本
に
は
大
変
お
な
じ
み
の
深
い
選
手

で
し
た
。

一昼
示
で
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
折
に

私
は
た
ま
た
ま
彼
と
話
す
機
会
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
私
の
つ
と
め
て

い
る
熊
本
女
子
大
学
の
体
育
館
で
プ

レ
ー
を
公
開
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
質
問

を
し
た
の
で
す
が
、
彼
の
話
の
中
で
、

私
が
最
も
印
象
に
残
り
、
ま
た
我
が

意
を
得
た
り
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。『私
は
コ
ー
チ
で
は
な
い
か
ら
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
技
術
に
つ
い
て
と

や
か
く
い
う
気
持
は
さ
ら
さ
ら
な
い
。

ま
し
て
、
他
人
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
批
判
が
ま
し
い
こ
と
は
い
い

た
く
な
い
。
し
か
し
た
だ

一
つ
確
言

で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
私
が

幼
少
の
頃
か
ら
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
た

こ
と
が
今
日
を
成
す
重
要
な
フ
ァ
ク

タ
ー
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
だ
け
で
な

く
、
体
育
の
専
門
家
と
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
運
動
技
術
の
分
野
に
わ
た
っ
て
、

「種
を
蒔
き
苗
を
育
て
る
世
界
」
の

こ
と
を
説
き
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。

今
も
説
い
て
説
い
て
あ
く
こ
と
を
知

り
ま
せ
ん
。　
コ
プ
ス
だ
け
で
な
く
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
誇
る
ル
デ
ィ
・
ハ

ル
ト
ノ
に
し
て
も
、
虫
国
の
侯
加
昌

や
湯
仙
虎
、
陳
王
娘
や
梁
秋
霞
、
そ

れ
に
つ
い
て
李
芳
な
ど
に
し
て
も
、

何
れ
も
例
外
な
く
、
幼
少
の
と
き
か

ら
、
そ
う
い
う
環
境
の
中
に
お
か
れ

て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
つ
づ
く
厳
し

い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
試
合
経
験
の
中

で
も
ま
れ
ぬ
い
て
い
る
こ
と
も
見
逃

が
せ
ま
せ
ん
が
、
幼
少
の
頃
の
ラ
ケ

ッ
ト
遊
び
、　
↑
不
打
ち
遊
び
的
な
も

の
が
大
き
い
土
台
と
な
っ
て
い
て
、

そ
の
土
台
の
上
に
偉
大
な
技
術
の
塔

が
築
き
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
直

視
す
べ
き
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
幼
少
の
頃
の
く
い
か
か
り
が
、

何
故
に
か
く
も
大
き
い
要
因
と
な
る

か
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
で
詳
し
く
分

析
し
て
見
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
　
投
影
域
が
広
い
と
い
う
こ
と

同
じ
広
さ
の
物
体
で
も
光
源
に
近

づ
け
れ
ば
近
づ
け
る
程
、
そ
の
投
げ

る
影
が
広
く
な
る
。
そ
れ
と
同
理
で
、

幼
少
の
頃
に
生
々
し
い
感
覚
で
、
体

で
自
然
に
覚
え
た
こ
と
は
、
生
涯
総

ゆ
る
部
面
に
強
い
影
響
力
を
持
つ
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

国
　
全
身
う
ま
く
使
っ
て
シ
ャ
ト
ル

を
打
つ
こ
と
を
自
然
に
党
え
よ

筋
骨
隆
々
と
し
た
、
ボ
デ
ィ
ビ
ル

の
見
本
の
よ
つ
な
人
に
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
し
ば
ら
く
や
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
全
然
バ
ー
ド
が
と
ん
で
く

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
反
対
で
、　
一
見
や

せ
型
で
、
た
く
ま
し
い
方
に
く
ら
べ

る
と
む
し
ろ
、
ひ
よ
わ
な
感
じ
さ
え

す
る
人
が
、
一肩
や
手
首
を
利
か
し
て

し
な
や
か
な
、
む
ち
の
よ
う
に
、
バ

シ
ッ
と
す
ご
み
の
あ
る
フ
ラ
イ
ト
を

打
ち
ま
す
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
。

そ
の

一
つ
の
要
因
と
し
て
、
私
は

全
身
が
奏
で
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
い

う
表
現
を
し
て
い
ま
す
。
打
球
と
い

う
こ
と
に
、
あ
ら
ゆ
る
体
の
神
経
、

筋
肉
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
働
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
、
ま
た
爆
発
的
な
打
撃
と
な
っ
て

現
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
こ
こ
を
こ
つ

し
て
、
こ
ん
な
に
回
し
て
…
…
と
行

動
過
程
を
主
思
識
し
て
や
る
の
は
大
人

で
あ
っ
て
、
子
供
は
ほ
と
ん
ど
そ
れ

を
意
識
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
う

ま
く
で
き
る
と
こ
ろ
に
鍵
が
あ
り
ま

す
。
神
が
与
え
た
不
思
議
な
人
間
の

力
と
い
う
外
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
　
ラ
ケ
ッ
ト
の
重
さ
を
殺
さ
な
い

で
む
し
ろ
、
そ
れ
を
フ
ル
に
使
う
こ

と
を
自
然
に
党
え
る

腕
力
の
あ
る
人
は
ラ
ケ
ッ
ト
が
軽

い
の
で
重
さ
を
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。

腕
が
動
く
速
さ
し
か
、　
↑
不
に
ス
ピ

ー
ド
が
移
り
ま
せ
ん
。
ラ
ケ
ッ
ト
に

加
速
が
伝
わ
ら
な
い
の
で
す
。
ラ
ケ

ッ
ト
に
遠
い
部
分
か
ら
、
す
な
わ
ち

体
、
一月
、
肘
、
手
首
、
指
先
、
そ
れ

熊
本
女
子
大
学
教
授

・
元
日
本
協
会
指
導
委
員
長



か
ら
ラ
ケ
ッ
ト
ヘ
の
緊
張
が
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
移
っ
て
ゆ
く
、
流
れ
が
体

の
各
部
の
廻
転
と
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
、

ラ
ケ
ッ
ト
ヘ
ッ
ド
に
達
す
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
ワ
イ
ン
ド

ア
ッ
プ
か
ら
、
ス
イ
ン
グ
に
か
け
て

最
初
、　
一
番
遅
れ
て
い
た
ラ
ケ
ッ
ト

ヘ
ッ
ド
が
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
の
直
前

に
、　
一
気
に
全
体
を
追
い
ぬ
く
―
―

こ
れ
が
む
ち
の
原
理
で
す
―
―
こ
の

先
端
の
猛
烈
な
加
速
が
、
若
い
、
敏

感
な
神
経
に
よ
っ
て
、
自
然
に
で
き

る
と
こ
ろ
に
、
幼
少
の
強
味
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
ラ
ケ
ッ
ト
に
重
さ

が
な
く
て
は
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

力
の
な
い
時
代
に
、
重
さ
を
使
う

こ
と
を
覚
え
て
お
き
ま
す
と
、
力
が

つ
い
た
時
に
、
そ
の
重
さ
を
最
大
限

に
利
用
す
る
力
と
し
て
働
く
わ
け
で

ｔ
今
回
は
少
し
理
く
つ
っ
ぼ
く
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
原
理
を
よ
く
理
解

し
て
お
か
な
い
と
、
大
人
に
な
っ
て

か
ら
、
如
何
に
力
を
い
れ
る
か
に
意

を
用
い
る
よ
り
も
、　
い
か
に
力
を
ぬ

く
か
に
意
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。
力
を
い
れ
る
よ
り
も

力
を
ぬ
く
こ
と
の
方
が
通
か
に
む
つ

か
し
い
こ
と
な
の
で
す
。

大
人
に
な
っ
て
は
じ
め
る
人
や
、

下
手
に
自
己
流
に
固
ま
っ
た
方
を
指

導
す
る
こ
と
の
む
つ
か
し
さ
を
痛
感

し
て
き
ま
し
た
し
、
自
分
自
身
が
、

ス
ロ
ー
ス
タ
ー
タ
ー
で
ぁ
っ
た
こ
と

か
ら
、
苦
労
が
多
か
っ
た
だ
け
に
、

私
は
こ
れ
を
強
調
し
た
い
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
大
人
だ
か
ら
、
も
つ
間

に
合
わ
な
い
と
あ
き
ら
め
る
こ
と
は
、

早
計
で
す
。

要
は
な
る
べ
く
幼
少
の
頃
か
ら
、

ラ
ケ
ッ
ト
を
握
る
、
ラ
ケ
ッ
ト
遊
び

の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
こ
と
と
、
チ
ャ
ン
ス
が

な
く
て
大
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
方

は
、
そ
れ
だ
け
、
力
ま
な
い
で
、
数

を
か
け
る
覚
悟
が
必
要
だ
と
説
い
て

い
る
の
で
す
。

′
　

　

σ

♂ ・

小さい頃からラケツトをにぎろう

千σ轟

こ 豆
>｀

｀
｀ ｀
｀ ｀ ｀

思いきつて走ることを身につけよう
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昭
和
５０
年
度
全
日
本
実
業
団
ラ
ン
キ
ン
グ

五
　
位

五

位

五
　
位

五
　
位

〓
一
位 位

一
一　
位

一　

位

電

電

近

畿

（大
　
　
　
阪
）

ス

ワ

ロ

ー

化

研

（大
　
　
　
阪
）

ヨ

ネ

ク

ス

（東
　
　
　
京
）

河

崎

ラ
　
ケ
　
ッ
　
ト

（東
　
　
　
一示
）

ト

ヨ

タ

自

工

（愛
　
　
　
知
）

電

電

北

海

道

（北
　
海
　
道
）

電

電

東

京

（東
　
　
　
京
）

高

岡

市

イ受

所

（富
　
　
　
山
）

男

子

団

体

百

十

四

銀

行

（香
　
　
　
川
）

高

松

琴

平

電

鉄

（香
　
　
　
川
）

ト

ヨ

タ

自

工

（愛
　
　
　
知
）

地

工

堆

（北
　
海
　
道
）

旭

光

学

益

子

（栃
　
　
　
木
）

ヨ

ネ

ク

ス

（東
　
　
　
京
）

電

電

東

京

（東
　
　
　
一示
）

河
　
崎
　
ラ
　
ケ
　
ッ
　
ト

（東
　
　
　
一示
）

女

子

団

体

堂

谷

内

均

（石
川

・
津
田
駒
工
業
）

今

泉

勉

（富
山

・
高
岡
市
役
所
）

飯

野

佳

孝

（東
京

・
７
不
ッ
ク
ス
）

田

所

光

男

（東
京

・
電
電
東
京
）

栂

野

尾

曰
曰

（東
京

・
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）

池

円

信

孝

（東
京

。
電
電
東
京
）

本

次

（愛
知

・
ト
ヨ
タ
自
工
）

夕支

谷

欽

,―l

（東
京

・
河
　
　
崎
）

般

男

子

単

松
　
　
島
　
　
　
　
　
保

松

島

信

之

（愛
知

・
ト
ヨ
タ
自
工
）

米
　
　
原
　
　
昭
　̈
　
男

米

沢

和

男

（富
山

・
高
岡
市
役
所
）

浜 田

東
京 谷 所

光
　
　
男

安
　
　
裕

電
電
東
京
）

木

村

敏

男

遠

藤

好

男

（北
海
道

・
電
電
北
海
道
）

関

村

順

次

牧

野

光

男

（富
山

。
高
岡
市
役
所
）

河

村

博

之

今
　
　
泉
　
　
　
　
　
勉

（富
山

・
高
岡
市
役
所
）

本

間

順

次

谷
　
　
口
　
　
　
　
　
寛

（愛
知

・
ト
ヨ
タ
自
工
）

栂

野

尾
　
　
日曰
　
　
一

飯

野

佳

孝

（東
京

・
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）

般

男

子

複

石

原

英

子

（香
川
・
高
松
琴
平
電
鉄
）

'召

久

子

（栃
木

・
旭
光
学
益
子
）

池

田

美

加

（東
京

・
河
　
　
崎
）

柴

山

き

よ

子

（東
京

・
河
　
　
崎
）

竹

中

1兄

子

（東
京

・
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）

沢

チ

子

（東
京

・
７
不
ッ
ク
ス
）

石

山奇

茂

[「

（東
京

・
電
電
東
京
）

湯

木

博

首

（東
京

・
河
　
　
崎
）

般

女

子

単

田

所

静

子

石

原

英

子

（香
川
・
高
松
琴
平
電
鉄
）

⌒ 布 宮
愛
知
・ 上 内

す

み

子

茂
　
　
美

ト
ヨ
タ
自
工
）

我

　

妻

　

た

き

子

陣

内

裕

子

（東
京

・
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）

遠

藤

静

子

高

　

野

　

美

千

子

（北
海
道

・
地
崎
工
業
）

⌒ 山 川

香
り||
・ 口 東
百
十
四 豊 秀
銀
行V子
美

藤

　

井

　

由

美

子

沼

能

久

子

（栃
木

・
旭
光
学
益
子
）

相

　

沢

　

マ

チ

子

竹

中

悦

子

（東
京

・
マ
不
ッ
ク
ス
）

池 湯

委田木
河
美 博

崎V加
恵

般

女

子

複

14



五
　
位

五
　
位

五
　
位

五
　
位 位

〓
一　
位

一
一　
位

一
　

位

武

イ女

（大
分

・
日
田
市
役
所
）

大

幸

雄

（富
山

・
十
条
製
紙
伏
木
）

窪

田

吉
心

（山
梨

・
甲
府
市
役
所
）

星

野

義

（東
京

・
電
電
東
京
）

増

井

孝

（二
重

・
三
菱
化
成
四
日
市
）

田

男

（神
奈
川

，
日
立
戸
塚
）

,度

辺

直

人

（神
奈
川

・
横
浜
市
役
所
）

鈴

木

勝

之

（神
奈
川

・
三
菱
重
工
横
浜
）

３０

ォ

男

子

単

小
　
　
松
　
　
　
　
　
　
貴

藤

井

英

雄

（岡
山

・
岡
山
市
役
所
）

界
　
　
　
　
　
　
一二
　

　

徳

大

野

幸

雄

（富
山

・
十
条
製
紙
伏
木
）

窪

田

恵

三

田
　
　
中
　
　
　
　
　
　
登

（山
梨

・
甲
府
市
役
所
）

⌒ 倉 鈴
神
奈
ll田
木

勝

　

　

之

豊

一二

郎

三
菱
重
工
横
浜
）

鈴
　
　
木
　
　
　
　
　
　
審

島

　

　

田
　
　
　
　
　
　
稔

（東
京

・
東
京
都
庁
）

星 森

谷
　
　
喜

久
　
男

野
　
　
義

　

　

昭

（東
京

・
電
電
東
京
）

永 川

曾原上
山

不 昌 洋

越V雄
一

春

　
　
武
　
　
俊
　
　
　
一

宮

原

秀

三

（大
分

・
日
田
市
役
所
）

３０

才

男

子

複

昇

（兵
庫

・
大
日
日
本
電
線
）

辰

夫

（大
阪

・
ス
ワ
ロ
ー
化
研
）

片

山

ム
ロ

（大
阪

・
電
電
近
畿
）

井

秀

男

（愛
知

。
新
日
鉄
名
古
屋
）

中

（長
崎

。
大
村
市
役
所
）

オ木

忠

（兵
庫

・
三
菱
電
機
神
戸
）

浜

中

誠

（愛
媛

・
丸
善
石
油
松
山
）

山

田

正

弘

（神
奈
川

・
新
日
鉄
中
研
）

４０

ォ

男

子

単

佐 井

々

貫木原
取

異義平

後  八V政 郎

池

田

芳

麻

片

山

修

治

（大
阪

・
電
電
近
畿
）

竹 高

木
　

　

孝
　
　
　
一

島

　
　

誠

（富
山

・
日
本
曹
達
高
岡
）

伊 上

策藤口
示

茎 誠 正
示

簡
保V彦 一

十
日　
　
　
田
　
　
　
　
　
　
　
昇

山

田

達

也

（兵
庫

。
大
日
日
本
電
機
）

梅

枝

孝

之

森

田

俊

明

（京
都

。
国
立
舞
鶴
病
院
）

大 尾

崎

　
　

惟

　
　

信

平

　

　

和

　

　

一二

（兵
庫

・
三
菱
電
機
神
戸
）

横

井

虎

男

谷

　

　

口
　

　

金

　
　

夫

（愛
援

・
ク
ラ
レ
西
条
）

４０

ォ

男

子

複

宮 松

島
　
　
　
　
　
　
保

内
　
　
す
　
み
　
子

（愛
知

・
ト
ョ
タ
自
工
）

湯 堺

桑木
示

河 博 栄

山奇
V 占  _

田

所

光

男

〈７
　

　

田
　

　

真
　
知
　
子

（東
京

・
電
電
東
京
）

池

田

信

孝

石

崎

茂

子

（東
京

・
電
電
東
京
）

竹 栂

野

中 尾

1見 昌

子 一

（東
京

・
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）

池 今

策田井
示

河 美 茂

崎V加
満

相 飯

委沢野
ヨ

Cマ 佳
ク チ
スV子
孝

柴 平

策山井
示

河 き 克

崎
よ

V子
英

混
　
　

合

　
　

複
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昭
和
５０
年
度
全
国
高
等
学
校
ラ
ン
キ
ン
グ

五
　
位

五
　
位

五
　
位

五

位

〓
一
位 位

一
一　
位

一　

位

高

松

高

業

高

校

（
香

川

）

奈

良

一

条

高

校

（奈

　

　

良
）

比

叡

山

高

校

（滋

　

　

賀
）

東

奥

義

塾

高

校

（土円

森

）

仙

台

工

業

高

校

（宮

城
）

石

岡

第

一

高

校

（
茨

城

）

正

強

高

校

（奈
　
　
　
良
）

金

沢

市

立
工
業
高
校

（
石

川

）

男

子

団

体

奈

良

市

立

一
条

高

校

（
奈

良

）

新

潟

青

陵

高

校

（新

潟

）

巣

鴨

女

子

高

校

（東

二示

）

真

岡

女

子

高

校

（
栃

木

）

成

安

女

子

高

校

泉

都

）

藤

花

高

校

（
石

川

）

琴

平

高

校

（香
　
　
　
川
）

四

条

畷

学

園

高

校

（
大

阪

）

女

子

団

体

石

里

イ中

久

（熊
　
本
　
高

・
熊
本
）

多

田

美

（石

岡

一
高

・
茨
城
）

横

尾

真

一

（
日
大
山
形
高

・
山
形
）

土
ハ

戸

隆

夫

（塩
　
釜
　
高

・
宮
城
）

坂

本

宏

（
七

尾

農

高

・
石
川
）

宮

森

庄

（金
沢
市
立
工
高

・
石
川
）

菅

原

敬

（千
　
屁
　
高

・
岩
手
）

林

田

草

樹

（
九
州
学
院
高

・
熊
本
）

男
　
　
子
　
　
単

林

田

草

樹

宮

本

幸

弘

（九
州
学
院
高

・
熊
本
）

⌒ 天 横
坂

出 野 倉

高
・ 良 益
香
りllV彦
弘

北
　
　
橋
　
　
　
　
　
進

山
　
　
本
　
　
　
　
　
昇

（比
叡

山

高

・
滋
賀
）

牧
　
　
野
　
　
　
　
　
裕

石

田

博

英

（金
沢
市
立
工
高

・
石
川
）

峰
　
　
　
　
　
寛
　
　
文

上
　
　
岡
　
　
　
　
　
明

（高

松

商

高

・
香
川
）

⌒ /1ヽ /1ヽ

奈
良
一 浜 倉
条
高
・ 充 久
奈
良V弘
和

富

森

庄

吉

酒

井

真

人

（金
沢
市
立
工
高

・
石
川
）

⌒ 富 吉
正

強 田 岡

高
・ 章 伸
奈
良V夫
治

男
　
　
子
　
　
複

山

田

示

子

（治
　
水
　
高

・
長
崎
）

島

忍

（土
佐
女
子
高

・
高
知
）

山

本

邦

子

（奈
良

一
条
高

・
奈
良
）

松

澄

子

（新

庄

南

高

・
山
形
）

村

　

寿

弥

子

（
四
条
畷
学
園

・
大
阪
）

石

田

ひ

と

み

（藤
　
花
　
高

・
石
川
）

米

倉

　

よ

し

子

（藤
岡
女
子
高

・
富
山
）

野

　

恵

美

子

（四
条
畷
学
園

。
大
阪
）

女
　
　
子
　
　
単

前 銭

田 田

康 美

江

子 子

（長

崎

商

高

・
長
崎
）

⌒ 石 石
藤

花 垣 田

高
・ 輝 ひ

百   とV子
み

渡

　

辺

　

千

代

美

古
　
　
口
　
　
茂
　
　
子

（真
岡
女
子
高

・
栃
木
）

水

　

口ｍ
　

真

由

美

中
　
　
沢
　
　
　
　
　
淳

（新
潟
青
陵
高

・
新
潟
）

山

本

邦

子

桐

山

綾

子

（奈
良

一
条
高

・
奈
良
）

米

　

倉

　

よ

し

子

山

西

百

恵

⌒藤
園
女
子
高

・
富
山
）

佐

藤

真

弓

雑

　

賀

　

富

士

子

（園
田
学
園
高

・
兵
庫
）

植

　

野

　

古
心
美

子

石

川

好

子

（
四
条
畷
学
園

・
大
阪
）

女
　
　
子
　
　
複
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昭
和
５０
年
度
全
日
本
教
職
員
ラ
ン
キ
ン
グ

五
位

五
位

五
位

五
位

三
位

三
位

二
位

一
位

愛

知
県
Ａ

福

　

井

　

県

神
奈
川
県
Ａ

秋

　

田

　

県

滋

賀

県

Ａ

栃
　
木
　
県

熊
　
本
　
県

石

　

川

　

県

一
般

男
子
団

体

福
　
岡
　
県

東
　
工示
　
都

千
　
葉
　
県

茨

　

城

　

県

岡
　
山
　
県

群

　

馬

　

県

栃
　
木
　
県

岐
　
阜
　
県

一
般
女
子
団
体

熊

本

県

Ｃ

福
　
岡
　
県

東

　

一示
　

都

新

潟

県

Ａ

石

川

県

Ａ

北

海

道

Ａ

熊

本

県

Ａ

大

阪

府

Ａ

成

壮

年

団

体

森

隆

（
和

歌

山

）

藤
原

健

二

賀

）

（滋
藤
上
　
良
信

（
滋

賀
）

杉

田
　

　

博

（神
奈
川
）

関

一
誠

（
東

　

一示
）

今
井

勇

司

馬

）

（群
工
藤

　

勇

参

（熊

本
）

門
間
　
幹
夫

（
和

歌

山

）

一
般

男

子

単

⌒ 稲 工
熊 津 藤

勇

参悟

本

）

油
〓
戸
　
　
　
昭
一

高
岡
　
　
桂

⌒福
　
井
）

関
　
　
一
誠

金
子
　
　
寛

（東
　
京
）

佐
藤

　

利

昭

井

上

　

定

男

⌒
茨

　

城

）

⌒ 藤 藤
滋 原 上

良

信

健

二

賀

）

杉

田
　

　

博

瀬

戸

　

　

孝

（
神

奈

川

）

今

井

　

勇

二

桐

生

台

次
郎

（
群

　

馬

）

渡
辺
木
戸（宮

崎 純 紘

一
般
男
子
複

北
島（島

稔
子

根
）

村
橋

敦
美

（
和

歌

山

）

栗
原
え
り
子

（
千

葉
）

藤

島

　

白

子

（
北

海

道

）

名
和
　
和
子

（岐
　
阜
）

功
刀
　
淑
江

（東

一累
）

石

田
（
岡

雅
子

山
）

堀

川

栄

美

子

（新

潟
）

一
般
女
子
単

石

田

阿

部
（
岡

山 恒 雅V子
子

⌒ 水 山
三 谷 森

重 純 明V子
美

小
野
　
裕
子

秋
山
　
時
江

（群
　
馬
）

大
島
喜
代
子

小
林
　
孝
子

（栃
　
木
）

功
刀
　
淑
江

小
宮
千
恵
子

⌒東
　
京
）

黒
沢
　
昭
一江

鎌
田
三
枝
子

（茨
　
城
）

池

尻

千

恵

子

栗

原

え

り

子

（
千

　

葉

）

⌒ 名 広
岐 和 沢

功

子

和

子

阜

）

一
般
女
子
複

西

日
（
熊

寿

明
本
）

浜

司
⌒
長

晃

崎
）

久
保
田
宇
作

（
埼

　

玉

）

永
井

祥

一
島
）

（福
南

直
治

（熊

本
）

香
島
　
正
佳

（長

崎
）

藤

上
（
滋

良
英

賀
）

伊
勢
田
美
明

⌒
大

　

阪

）

３０

ォ

以

上

単

宝
来
　
敏
夫

北
野
敬
四
郎

（大
　
阪
）

片

岡

　

輝

明

伊

勢

田

善

明

（
大

　

阪

）

寺
田
　
　
寿

藤
上
　
良
英

（滋
　
賀
）

田
中
　
康
二

牧
野
　
健
夫

（千
　
葉
）

香
島
　
正
佳

浜
司
　
　
晃

（長
　
崎
）

村

西

松

本
（
石

り|1忠V之
一

南
　
　
直
治

西
田
　
寿
明

（熊
　
本
）

南

　

　

善

雄

大

世
古

吉

弘

Ｔ

一　

重

）

３０
ォ
以
上
複

亀
山

中
心
血
（

（
石

川
）

不

破
（
富

裕

山
）

前

田
　

耕

作

（東

一示
）

中
村
　
恭
治

（埼

玉
）

元

田
（
熊

敦
海

本
）

神

山
　

周

二

（
北

海

道

）

毛
利

清

志

山

）

（
岡

鈴

木

　

祐

司

（
秋

　

田

）

４０

ォ

以

上

単

二
次

　

昭
也

河
村

　

孝

也

（
熊

　

本

）

元
田
　
敦
海

福
田
　
　
〓貝

（熊
　
本
）

宮
脇
　
正
晴

島
津
　
八
郎

（大
　
阪
）

不
破
　
　
裕

内
田
小
五
郎

（富
　
山
）

本

郷
　

節

生

沢

田
　

昭

臣

（
熊

　

本

）

神
山
　
周
二

平
沢
　
　
寛

（北
海
道
）

⌒ 山 毛
岡 上 利

清

志

周

之

山

）

鈴

木

　

祐

司

松

橋

　

　

裕

（
秋

　

田

）

４０
ォ
以
上
複

寛

岡V  
順

（
福

５０
ォ
以
上
単

成
井
　
政
一

党
　
　
　
順

（福
　
岡
）

５０
ォ
以
上
複

松
尾
　
益
吉

北
島
　
稔
子

（島
　
根
）

原
　
　
洋
男

望
月
由
紀
子

（静
　
岡
）

別

井

　

　

晃

大
島

喜

代

子

（
栃

　

木

）

田
中
　
康
二

池
尻
千
恵
子

（千
　
葉
）

、́ 7] ヨヒ
石 田 方

匡
紀
子
川
）

佐

藤

　

利

昭

三

原

登

美

子

（
茨

　

城

）

平
田
　
欽
也

山
森
　
明
美

Ｔ
一　
重
）

上
原
　
　
章

名
和
　
和
子

（岐
　
阜
）

混

合

複

,7



昭
和
５０
年
度
全
日
本
社
会
人
ラ
ン
キ
ン
グ

五

位

五

位

五

位

上

位
一
位

二
位 位 位

谷
口
　
　
寛

（
愛
　
知
）

今
泉
　
　
勉

Ｔ
昌
　
山
）

丸
山
　
法
男

（
新
　
潟
）

遠
藤
　
好
男

（
北
海
道
）

長
谷
川
　
進

（
石
　
川
）

銭
谷
　
欽
治

（
東
　
京
）

秋
山
　
真
男

（
山
　
梨
）

/1ヽ

島

平

（
神
奈
川
）

一
般
男
子
単

原
　
　
栄

一

長
谷
川
　
進

（
石
　
川
）

秋
山
　
真
男

窪
田
　
吉
■

一

（
山
　
梨
）

笠
井
　
教
行

高
橋
　
　
清

（
神
奈
川
）

今
井
　
茂
満

銭
谷
　
欽
治

（
東
　
京
）

田
所
　
光
男

浜
谷
　
安
裕

（
東
　
京
）

池
田
　
信
孝

尾
崎
　
幹
男

（
東
　
京
）

河
村
　
博
之

今
泉
　
　
勉

ｒ
昌
　
山
）

栂
野
尾
昌

一

飯
野
　
佳
孝

（
東
　
一暴
）

一
般
男
子
複

川
東
　
秀
美

（
香
　
川
）

石
田
　
雅
子

（
岡
　
山
）

今
回
真
知
子

（
東
　
京
）

沼
能
　
久
子

（
栃
　
木
）

石

崎

茂

子

（
東
　
京
）

竹
中
　
悦
子

（
東
　
一思
）

池
田
　
美
加

（
東
　
京
）

湯
木
　
博
恵

（
東
　
京
）

一
般
女
子
単

三
田
　
明
美

藤

原
　
敦
子

（
岡
　
山

）

川
東
　
秀
美

山

口

【
ユ
子

（
香
　
川

）

清
水
　
礼
子

福
原
　
友
子

（
東
　
一暴
）

陣
内
　
裕
子

我
妻
た
き
子

（
埼
　
玉
）

田
所
　
静
子

薗
浦
　
孝
子

（
香
　
川
）

石
崎
　
茂
子

今
田
真
知
子

（
東
　
一示
）

沼
能
　
久
子

藤
井
由
美
子

（
栃
　
木
）

湯
木
　
博
恵

池
田
　
美
加

（
東
　
工示
）

一
般
女
子
複

川

上

,羊

（
富

　
山

）

宮
永
　
武
司

（
東
　
工思
）

名
越
　
孝
行

（
東
　
京
）

黒
崎
　
一
一男

（
東
　
京
）

増
井
　
孝
夫

Ｔ
一　
重
）

永
原
　
昌
雄

Ｔ
昌

　

山

）

鈴
木
　
勝
之

（
神
奈
川
）

吉
田
　
邦
男

（
神
奈
川
）

３０
ォ
以
上
単

野
坂
　
英
樹

須
田
　
孝
夫

（
東
　
京
）

鈴
木
　
　
審

千
葉
　
健
夫

（
東
　
一示
）

川
上
　
洋

一

永
原
　
昌
雄

（
富
　
山
）

鈴
木
　
勝
之

吉
田
　
邦
男

（
神
奈
川
）

３０
ォ
以
Ｌ
複

西
谷

　

一
郎

（
大
　
阪
）

川
田
　
宣
二

（
東
　
一示
）

森
脇
　
壽
夫

（
東
　
京
）

小
飼
　
栄

一

（
北
海
道
）

浜
中
　
　
誠

（
愛
　
媛
）

畑
　
　
中
心
雄

（福
　
井
）

毛
利
　
清
志

（
岡
　
山
）

鈴
木
　
裕
司

（
秋
　
田
）

４０
ォ
以
上
単

岡
本
　
武
利

水
川
　
捨
夫

（
岡
　
山
）

浜
中
　
　
誠

（
愛
　
援
）

小
飼
　
栄

一

（
北
海
道
）

横
井
　
虎
男

谷

口
　
金
夫

（
愛
　
媛
）

松
橋
　
　
裕

鈴
木
　
裕
司

（
秋
　
田
）

４０
ォ
以
上
複

久
代
貫
二
郎

■
京
　
都
）

広
野
　
　
浩

貧
呆
　
都
）

片
瀬
　
政
幸

（
長
　
野
）

中
村
　
一品
久

（
愛
　
知
）

５０
ォ
以
上
単

広
野
　
　
浩

久
代
貫
二
郎

貧
示
　
都
）

中
山
平
八
郎

上
回
　
正

一

（
東
　
京
）

５０
ォ
以
１１
複

杉
田
　
　
博

杉
田
　
良
子

（
神
奈
川
）

吉
田
　
邦
男

佐
藤
　
正
江

（
神
奈
川
）

飯
野
　
佳
孝

（
東
　
京
）

陣
内
　
裕
子

（
埼
　
玉
）

菅
原
　
　
薫

我
妻
た
き
子

（
埼
　
玉
）

田
所
　
光
男

今
田
真
知
子

（
東
　
京
）

池
田
　
信
孝

石
崎
　
茂
子

（
東
　
京
）

関

　
　
一
誠

石
田
　
雅
子

（
岡
　
山
）

公
井
　
茂
満

池
田
　
美
加

（
東
　
一示
）

混

Ａ
口

複
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昭
和
５０
年
度
全
日
本
学
生
ラ
ン
キ
ン
グ

五
　
位

五
　
位

五
　
位

五
　
位

〓
一　
位 位 位

一　

位

近

畿

大

学

（大
　
　
　
阪
）

早

稲

田

大

学

（東
　
　
　
京
）

慶

応

義

塾

大

学

（東
　
　
　
一示
）

青

山

学

院

大

学

（東
　
　
　
京
）

日

本

大

学

（東
　
　
　
京
）

日

本

体

育

大

学

（東
　
　
　
〓示
）

法

政

大

学

（東
　
　
　
一示
）

中

央

大

学

（東
　
　
　
工示
）

男

子

団

体

武

庫

川

女

子

大

学

（兵
　
　
　
庫
）

大

阪

松

蔭

女

子

大

学

（大

　

　

阪
）

早

稲

田

大

学

（東
　
　
　
一呆
）

青

山

学

院

大

学

（東
　
　
　
工泉
）

日

本

体

育

大

学

（東
　
　
　
京
）

東

京

女

子

体

育

大

学

（東
　
　
　
一示
）

四
条
畷
学
園
女
子
短
期
大
学

（大
　
　
　
阪
）

日
本

女

子

体

育

大

学

（東
　
　
　
〓示
）

女

子

団

体

米

山

正

（法

政

大

学
）

辻

敏

弘

（法

政

大

学
）

竹

良

明

（
日
本
体
育

大
学
）

原

敏

（法

政

大

学
）

西

正

美

（中

央

大

学
）

本

茂

樹

（中

央

大

学
）

長

谷

川

博

幸

（中

央

大

学
）

土

証

雄

（
日

本

大

学
）

男
　
　
子
　
　
単

瀬 佐

近
良 野
畿

大 信

学V明
弘

谷 古

近
島 西
畿

大 助

学V男
悟

秋 大

中
葉 場
央

大  和

学V博
博

高 土

中
橋 田

央

大 俊 証

学V則
雄

原 米

法
山

政

大 敏 正

学V夫
和

松析

暑口井

異金直
き彦則

仲 下

法
尾 田
政

大 信 春

学V_樹

辻 中

法
井

政

大 敏 基

学V弘
夫

男
　
　
子
　
　
複

佐

智

[r

（
日
本
体
育

大
学
）

谷

　

　

　

美

津

代

（
日
本
体
育

大
学
）

井

上

子

（
日
本
体
育

大
学
）

秋

本

ブヽ

代

美

（
日
本
体
育

大
学
）

西

尾

真

理

子

（
日
本
体
育

大
学
）

千

葉

陽

子

（
日
本
女
子
体
育
大
学
）

工昌

田

幹

子

（四
条
畷
学
園
短
大
）

徳

敦

子

（
四
条
畷
学
園
短
大
）

女
　
　
子
　
　
単

秋

本

幸

子

落

合

光

子

（
四
条
畷
学
園
短
大
）

古 佐

伯
　
　
智
　
　
子

谷
　
　
成
　
　
代

（
日
本
体
育

大
学
）

矢
　
　
回
　
　
洋
　
　
子

沢

　

内

　

真

由

美

（東
京
女
子
体
育
大
学
）

千

葉

陽

子

松

田

敦

子

（
日
本
女
子
体
育
大
学
）

近

藤

小

織

渡

　

辺

　

多

喜

子

（
日
本
女
子
体
育
大
学
）

井 谷

美

津

代

上
　
　
昌
　
　
子

（
日
本
体
育

大
学
）

秋 西

尾

　

真

理

子

本

　

八

代

美

（
日
本
体
育

大

学
）

徳

田

敦

子

高

田

幹

子

（
四
条
畷
学
園
短
大
）

女
　
　
子
　
　
複
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ユ
ー
バ
ー
杯
奪
還
へ
の
道

Ａ
５
判
　
１
２
８
ペ
ー
ジ

カ
ラ
ー
写
真
多
数
収
録

〈代
金
後
払

い
で
申
込
受
付
中
〉

昨
年
６
月
に
行
わ
れ
た
第
７
回
世

界
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

（
ユ

ー
バ
ー
杯
）
大
会
に
お
い
て
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
決
勝
で
敗
れ
て
か
ら
、

間
も
な
く
１
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
出
版
局

で
は
、
こ
の
機
会
に
敗
戦
の
反
省
と

次
回
奪
還
へ
の
道
を
探
る

一
助
に
な

れ
ば
と
考
え
、
「
ュ
ー
バ
‥
杯
奪
還

へ
の
道
」
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。

本
書
は
、
第
７
回
ユ
ー
バ
ー
杯
大

会
の
全
記
録
を
収
め
、
関
係
者
の
手

記
、
観
戦
記
を
中
心
に
、
カ
ラ
ー
写

真
を
含
む
多
く
の
写
真
を
収
録
し
、

各
国
選
手
の
フ
ォ
ー
ム
や
プ
レ
ー
の

分
析
も
で
き
る
よ
う
に
構
成
し
た
も

の
で
す
。
体
裁

・
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

第
７
回
世
界
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

（
ュ
ー
バ
ー
杯
）
大
会
記
録

●
体
裁
＝
Ａ
５
判

（約
２‐
セ
ン
チ
×

‐５
セ
ン
チ
）

●
ぺ
‥
ジ
数
＝
１
２
８
ペ
ー
ジ
、
う

ち
カ
ラ
１
１６
ぺ
‐
ジ

●
目
次

（主
な
も
の
を
抜
粋
）

☆
カ
ラ
ー
グ
ラ
フ

☆

一
致
協
力
で
ユ
ー
バ
ー
杯
奪
還
を

日
本
田
弘
敏

第
Ｉ
部
＝
大
会
経
過
と
試
合
全
記
録

☆
必
勝
の
念
で
出
発

☆
波
乱
を
含
み
準
決
勝
ヘ

☆
捨
て
身
の
カ
ナ
ダ
に
と
ま
ど
う
＝

中
山
紀
子

☆
ベ
ッ
ク
、
接
戦
の
末
敗
る

☆
日
本
つ
い
に
Ｖ
４
な
ら
ず

☆
ユ
ー
バ
ー
杯
チ
ー
ム
合
宿
記
＝
福

井
正
康

☆
第
７
回
ユ
ー
バ
ー
杯
大
会
観
戦
記

お
よ
び
全
ス
ト
ロ
ー
ク
、
プ
レ
ー

記
録
＝
宮
永
武
司

第
Ｈ
部
＝
ュ
ー
バ
ー
杯
奪
還
対
策
を

さ

ぐ

る

☆
こ
れ
か
ら
の
若
手
育
成
が
肝
要
＝

小
宮
淳
宏

☆
選
手
よ
、
も
っ
と
自
分
に
き
び
し

く
あ
れ
＝
中
山
紀
子

☆
全
世
界
に
眼
を
向
け
よ
う
＝
福
井

正
康

☆

″背
水
の
陣
″
で
総
力
を
あ
げ
て

が
ん
ば
ろ
う
＝
片
岡
輝
明

☆
選
手

・
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
＝
小
飼

栄

一

第
Ⅲ
部
＝
オ
フ
・
ザ

・
コ
！
ト

☆
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
の
一
年
間
＝
中

山
紀
子

☆

Ｓ

Ａ

Ｉ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

？

？

，

Ｈ

福

井

正

康
☆
選
手
団
日
記

●
定
価
１
０
０
０
円

現
在
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
第

一

線
で
活
躍
中
の
人
々
は
も
ち
ろ
ん
、

小
中
学
生
や
さ仝
廷
婦
人
、
ま
た
指
導

の
立
場
に
あ
る
人
々
に
も
必
ず
役
に

立
つ
も
の
で
す
。

本
書
を
ご
希
望
の
方
は
、　
ハ
ガ
キ

に
、
住
所
、
氏
名
、
中
込
部
数
、
連

絡
先
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
左

記
あ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
方
か

ら
発
送
す
る
際
に
、
代
金
と
送
料
を

ご
請
求
い
た
し
ま
す
の
で
、
現
品
到

着
後
お
近
く
の
郵
便
局
か
ら
お
振
り

込
み
い
た
だ
け
れ
ば
け
っ
こ
う
で
す
。

送
料
は

一
冊
１
２
０
円
、
二
冊
１
６

０
円
と
い
っ
た
目
安
で
す
。

●
申
込
宛
先
＝
〒
１５０
東
京
都
渋
谷
区

神
南

一
ノ

一
ノ

一
・
岸
記
念
体
育
会

館

・
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
出
版

局
ユ
杯
係

`墾

ダ
″

才71■ |

一
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昭
和
５０
年
度
全
日
本
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ

（個
人
戦
）

ri

位

上
　
位

五
　
位

上
　
位

一　
位 イ、ウi

一
一　
位

一
　

位

谷

口

寛

（愛
知

・
ト
ヨ
タ
自
工
）

本

次

（愛
知

・
ト
ヨ
タ
自
工
）

り
Ｌ

雄

（東
京

・
電
電
東
京
）

二
塁

1体

（北
海
道

・
電
電
北
海
道
）

flt

真

男

（山
梨

・
秋
山
紙
店
）

辻

法   敏

大V  
弘

（東
京

・

谷

欽

ム
Ｈ

（東
京

・
河
　
　
崎
）

4ヽ（神
奈
川

・
ラ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
元
町
）

子

単

米

沢

和

男

（富
山

・
高
岡
市
役
所
）

米

　
　
原
　
　
昭
¨
　
　

男

（富
山

・
高
岡
市
役
所
）

関

村

順

次

（富
山

・
工尚
岡
市
役
所
）

牧
　

　

野
　
　
光

　
　
男

（富
山

・
高
岡
市
役
所
）

小
　
　
島
　
　
　
一　
　
　
平

（神
奈
川
・
ラ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
元
町
）

秋

山

真

男

（山
梨

・
秋
山
紙
店
）

崎
　
　
幹
　
　
雄

（東
京

・
電
電
東
京
）

谷
　
　
欽
　
　
治

（東
京

・
河
　
　
崎
）

本

間

順

次

（愛
知

・
ト
ヨ
タ
自
工
）

谷

　

　

一口
　
　
　
　
　
　
寛

（愛
知

・
ト
ヨ
タ
自
工
）

今

　
　

泉
　
　
　
　
　
　
勉

（富
山

・
高
岡
市
役
所
）

河
　
　

村
　
　
博

　
　
之

（富
山

・
高
岡
市
役
所
）

池

田
　
　

信
　
　
孝

（東
京

・
電
電
東
京
）

野

尾
　
　
　
・
昌
　
　
　
一

（東
京

・
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）

栂 llK

野
　
　
佳
　
　
孝

（東
京

・
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）

田
　
　
　
証
　
　
　
雄

（東
京

。
日
　
　
大
）

土

男

〇
デ
　
く
ｏ
●
ヨ
　
〓
，
コ

（韓
　
　
　
　
　
国
）

1直

占
心

美

子

（大
阪

・
四
条
畷
高
）

'也

た

（東
京

。
河
　
　
崎
）

井

（東
一Ｔ

日

体

大
）

∽

ｏ
口
”

　

〓

】
，
ヨ
”

　

∽

ｏ
ｏ
，

（韓
　
　
　
　
　
国
）

竹

中

1見

子

（東
京

・
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）

徳

敦

j

（大
阪

。
四
条
畷
短
人
）

Ｌ
勿

1専

■
い

（東
京

・
河
　
　
崎
）

女

―r

”早

西

尾
　
　
真
　
理
　
子

（束
亨

日

体

大
）

本

　
　

人
　
代

美

（東
ニテ

日

体

大
）

秋 千

葉

陽

子

（東
京

・
日
女
体
大
）

松

　

　

田
　

　

敦

　
　
子

（東
京

。
日
女
体
大
）

谷

策上策
示   示

日昌 日美

箕箕津V子 V代

井 近

藤

小

織

（東
京

。
日
女
体
大
）

渡
　

　

辺
　
　
多

童
口
子

（東
京

。
日
女
体
大
）

徳

田

敦

子

（大
阪

・
四
条
畷
短
大
）

高

　

　

田
　
　

幹

　
　
子

（大
阪

・
四
条
畷
短
大
）

矢
　
　
　
口（東
京

・

沢
　
　
内（東
京

・

委真委洋

尖由突V美 V子

日
″

木
　
　
博
　
　
恵

（東
京

・
河
　
　
崎
）

田
　
　

美
　
　
加

（東
京

・
河
　
　
崎
）

池 竹

中

悦

子

（東
京

・
ヨ
ネ
ッ
ク
る

植

　

　

野
　
　
占
心

美

子

（大
阪

・
四
条
畷
高
）

女

∫

本多

博

（神
奈
川

・
立
野
高
教
員
）

杉

　

　

田
　
　

良

　
　

子

（神
奈
川
。
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
）

井

　
　
克

　
　
英

（東
京

・
河
　
　
崎
）

山
　
　

き
　
よ

子

（東
京

・
河
　
　
崎
）

柴

'也

田
　
　

信
　
　

孝

（東
京

・
電
電
東
京
）

崎
　
　
茂

　
　

子

（東
京

・
電
電
東
京
）

石

村
　
　
敏

　
　

男

（北
海
道

・
電
電
北
海
道
）

野
　
　
美
　
千
　
子

（北
海
道

・
地
崎
工
業
）

青
口 飯

野

佳

孝

（東
京

・
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）

陣
　
　
　
内
　
　
　
裕
　
　
　
子

（東
京

・
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）

栂
　
野
　
尾
　
　
口日
　
　
　
一

（東
京

・
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）

竹
　
　
　
中
　
　
　
悦
　
　
　
子

（東
京

・
マ
不
ッ
ク
ス
）

円

所

光

男

（東
京

・
電
電
東
京
）

今
　

　

日
　
　

真
　
知
　
子

（東
京

・
電
電
東
京
）

井
　
　
茂

　
　
満

（東
京

・
河
　
　
崎
）

田
　
　

美
　
　
加

（東
京

・
河
　
　
崎
）

i也
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昭和50年度全日本総合ランキング (団体戦 )

男 子 団 体

1位  高 岡 市 役 所

(富    山)

女 子 団 体

1位   日 本 女 子 体 育 大 学

2 位

(東   京 )

河崎ラケットエ業株式会社

(東   京 )

2  1こ

1位

2 位

3 位

3  イ立

5 位

5 位

5 位

5  イ立

中  央

(東

大   学

京 )

本

貝

王

良

木

京

県

県

県

県

県

都

県

県

能

Jヒ

福

大

山

滋

香

本

海

井

阪

形

山

賀

りll

県

道

県

府

県

県

県

県

1   位

2 位

3 位

3 位

5 位

5 位

5 位

5 位崎

昭和50年度全国中学生大会ランキング

男 子 団 体 女 子 団 体

熊

滋

埼

奈

栃

東

神   奈

長

23
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全
国
マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
調
査

キ
メ
細
か
い
集
計
が
完
成
〃

◆
◆
八
〇
チ
ー
ム
が
回
答
を
よ
せ
る
◆
◆

こ
の
た
び
、
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
指
導
委
員

会

の
手
に
よ

っ
て
、
「全
国
マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ
ン
■

ン
ク
ラ
ブ
ロ
査
結
果
」
が
発
表
さ
れ
た
。

こ
こ
二
、
三
年
各
地
で
家
庭
婦
人
を
対
象
と
し
た

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム
が
急
速
に
結
成
さ
れ
て
き
て

い
た
が
、
そ
の
実
態
や
活
動
状
況
は
全
く
把
握
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
ク
ラ
ブ
、
チ
ー
ム
自
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の

自
主
的
活
動
に
よ
っ
て
活
発
化
し
、
ク
ラ
ブ
同
士
の

親
陸
試
合
か
ら
対
抗
試
合

へ
、
そ
し
て
市
、
県
レ
ベ

ル
で
の
競
技
会

へ
と
発
展
し
て
き
た
。
そ
の
活
動
の

輪
は
さ
ら
に
広
が
り
、
現
在
で
は
全
国
規
模
の
も
の

も
開
催
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
状
況
の
も
と
で
、
別
表
の
よ
う
な
実

態
把
握
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
意
義
深
い

も
の
と
い
え
よ
う
。

今
回
の
調
査
を
み
て
あ
ら
た
め
て
思
い
知
ら
さ
れ

る
の
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
い
う
競
技
の
″
維
持
費
″

の
高
さ
＝
経
済
的
負
担
の
大
き
さ
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
シ
ャ
ト
ル
の
価

格
の
高
騰
で
あ
る
。
原
毛
を
輸
出
し
加
工
す
る
手
間

の
大
き
さ
か
ら
、
現
在
の
よ
う
な

一
ダ
ー
ス
ニ
～
四

千
円
近
く
と
い
っ
た
状
況
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
全
国
大
会
級
あ
る
い
は
国
際
級
の
試
合

は
と
も
か
く
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
を
楽
し
み
た
い

と
い
う
層
に
適
し
た

″丈
夫
で
長
持
ち
す
る
″
安
価

な
シ
ャ
ト
ル
の
生
産
が
望
ま
れ
る
。

「運
営
障
害
」
の
項
目
に
、
シ
ャ
ト
ル
が
高
い
こ

と
が
非
常
に
多
く
み
ら
れ
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ

ス
マ
つ
。
さ
ら
に
指
導
者
不
足
と
、
練
習
場
の
不
足
が
あ
る
。

こ
の
二
点
が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
家
庭
婦
人
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
は
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ご

主
人
を
会
社
に
、
お
子
さ
ん
を
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
送

り
出
し
た
あ
と
の
時
間
を
や
り
く
り
し
、
月
に
何
回

か
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
人
は
多
い
は

ず
で
あ
る
。

適
切
な
指
導
者
と
、
会
場
の
確
保
の
実
現
を
望
む

も
の
で
あ
る
。
こ
の
指
導
者
の
問
題
と
も
関
連
す
る

が
、
最
近
散
見
す
る
こ
と
に

″
勝
と
う
と
い
う
意
識

の
過
熱
″
が
あ
る
。
実
業
団
や
学
校
単
位
の
競
技
会

を
目
標
と
し
た
ク
ラ
ブ
、
チ
ー
ム
で
は
な
く
、
そ
も

そ
も
余
暇
の
有
効
利
用
と
体
力
づ
く
り
を
目
標
と
し

た
マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
、
い
つ
の
間
に
か
軌

を
逸
し
、
″
勝
敗
第

一
、
友
好
第
二
″
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
例
を
い
く
つ
か
見
受
け
る
。

技
術
的
に
は
全
く
未
熟
な
人
で
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
と
い
う
大

き
な
特
色
を
失
い
、
″上
手
な
人
優
先
″
″
経
験
者
募

集
″
と
い
っ
た
例
も
ふ
え
て
き
た
。

こ
こ
ま
で
大
き
く
育

っ
て
き
た
家
庭
婦
人
の
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
家
族
ぐ
る
み
の

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
す
る
た
め
に
、
も
う

一
度
原
点
に

立
ち
も
ど
っ
て
、
目
標
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

そ
し
て
競
技
形
式
も
、
敗
者
復
活
戦
を
ふ
や
す
と

か
、
技
術
の
程
度
に
よ
っ
て
グ
レ
ー
ド
別
に
分
け
て

格
差
を
是
正
す
る
な
ど
、
工
夫
で
き
る
点
が
多
く
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
調
査
は
、
何
と
い
っ
て
も
初
め
て
の
試
み

で
あ
る
た
め
、
ま
だ
ま
だ
不
備
な
点
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
こ
の
結
果
を
た
た
き
台
と
し
て
、
さ
ら
に

各
地
の
チ
ー
ム
、
ク
ラ
プ
の
連
繋
を
強
く
し
、
友
好

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
調
査
に
関
す
る
お
問
合
せ
や
ご
意
見
が
あ
り

ま
し
た
ら
、　
ハ
ガ
キ
で
編
集
部
あ
て
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
こ
の
表
の
中
に
誤
り
が
あ
，
ま
し
た
ら

お
手
数
で
も

ハ
ガ
キ
で
、
さ
ら
に
こ
の
表
の
ほ
か
に

も
ク
ラ
ブ
、
チ
ー
ム
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
編

集
部
あ
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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年運営費 運営費集金法 運 営 障 害
い
期級鋼

都
集 そ の 他 の 意 見

円

70,000
500円 /人  4回 冬期集合悪い

会費が集まらなヽ
7～ 8月

50,000 個人負lQ 練習回数少なし 6

600,000 ナ]客貞1,200F] 会員希望者が多くて困る 8

30,000 個人負担300円 /月 練習場所少なし 9～ 10

180,000 月500円 /1人 練習場所の確保 6

210,000 個人負担 指導者不足 6

家庭婦人 クラプのため年令・体力差が
あ り基本練習中′心にや るに して も適 当
なところがない。 またレクレー ション
中心にす るか ジレンマあ り

40,000 月200円
PTAが 母体のため対外試合
のペアに問題あ り

6

1,300 個人負担 経費シャトル代
体育館スポーツ教室 3ヶ 月単位500円
約50名 参加 (内 20名 婦人)

500円 /人 指導者不足 2
このクラブはママさんとしては独立し
ていない

個人負担
専属指導員がいない

定期練習会の確保なし
3

S50中 野区協会が面倒をみる
上部団体への加盟関′しヽうすい

75,000 個人月額100円
会場が使用しにくい
個A差がはげしい

5～ 11 飯能市 B連盟に加盟

125,000
△
ム
協市＜

担
金
負
助
人

補
個 練習場所がなし 2

200,000 市助成金,個人負担 指導者の少ないこと 7 対外交流のチャンスがほしヽ

3,200
おかあさん方はいろいろやか
ましい

6

1,000 個人負担 シャトルの経費増加 8

個人負担7,200円 シャトルが高いこと 2

6,000 個人負担
技能差 人間関係 体位向上
技能習得

2,  3 体力作りがチーム作りに変った
全国大会のぞむ

50,000 112,000円
山口県パ ド協はママさん大会をする
県下ママさんクラブは多い

150,000 月500円 /人 特に無し

46,800 月100円 /人 場所・コーチに恵まれ障害あ
りません

特になし
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所  在  地 責 任 者 ク ラ ブ 名 称 創立期 人数 活動 (練習 ) 練 習 場 所

1.宮 城・泉 市 金 森 まさ子 黒 松 B同 好 会 49. 11
月回  1日 時間
4       2

」ヽ学校体
面

２

2.京 都・北 区 伊 川 峯 子 シ オ ン ク ラ ブ 47.  8 府立体    2

3.香 りIl・ 高 松 野 口 利 行 高 松 主 婦 ク ラ ブ 42   4 4～ 5   3 小学校体   4

4 京 都・北 区 河 崎 紀代美 ヤ ト ズ 49  10 2 府立体     2

5.鹿 児島・鹿児島 伊 村 孝 子 体育 館 マ マ クラブ 49.  2 3 県立体    4

6.東 京・目 黒 関   敏 夫 グ ッ ク ス ク ラ ブ 48.  6 2 区立中央体  4

7.東 京・練 馬 根 岸 知 子 成  増  ク ラ ブ 42.  6 4～ 5  3 小学校体   2

8 広 島・福山市 三 原 英 世 福山市体育館 B.C 43.  7 4 市 体    3

9.栃 木・矢 板 渡 辺 清 二 矢 板 市 B.C 46.  4 8～ 10  - 市 体    3

10。 東 京 。中 野 川 田 喜 一 っ く し ク ラ ブ 49   4 4 区立体     4

11.埼  玉・飯 能 島 崎 高 明 フ ア ミ リー B.C 47.  4 市民体     6

12.埼  玉・羽 生 小 儀   正 羽 生 市 B連 盟 48   3 学校体    2

13.埼 玉・越 谷 山 内 千恵子 越 谷 マ マ B.C 49   9 4～ 5   3 市立体    3

14.鳥 取・境 港 渋 山 國 雄 境 港 B協 会 婦 人 部 47  10 2 中学校体   2

15.栃 木・足 利 菊 地 英 雄 足利市体育協会 B部 45.  4 3 市体育センター 3

16.東  京・江戸川 後 藤 喜 八 江 戸 川 』、し クラブ 48.  8 区立体    4

17.広  島・ 呉 沖 本 敏 行 婦 人 スポー ツ クラブ 49. 10 4～ 5 2～ 4 更

'勢

豆体  3

18.山  口 。新南陽 渡 辺   忠 新 南 陽 マ マ クラブ 49   3 5 市立体    8

19 京 都・城 陽 栗 田 明 和 城 陽 今 池 ク ラ ブ 48. 10 小学校体   2

20.東 京・府 中 小 村 瑞 枝
館

ル
＞

育
・ク嚇

体
サ
＜

合
レ
総

ン
中
い
府
バ 49.  1 4～ 5  2 市立総合体  4
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年運営費 運営費集金法 運 営 生
ロ

都合のよい

集 会 時 期
そ の 他 の 意 見

円

96,000 会費月
200円 指導者不足

200,000 年間20,000円 人員集めと練習時間の調整 3～ 4月

108,000 個人負担 希望する練習日がとれなヽ
他にクラブがないため交流ができなヽ
ママさんクラプの情報が知りたい

月額500円
練習 日の参加数少なし

交換試合できない
8,12を 除く

・流選手の試合の入場券の割引券がほ
しい

200,000
2,000 FЧ /り、
市助成金あり

指導者不足 4～ 5

毎月300円
コー ト不足
練習時間少な。

175,000
個人負担700円 /月
助成金

シャトルの値上げで個人負担
大 (500円→700円 )

一
上
末
月

月

８

県バ ド協→市体協を通じて家婦のPR
を 全国大会は個人負担でなく協会よ
り助成してほしい

2,400 個
人負担
(会場費無料 )

参加者の体力技術の差が大き
いこと

未だにスポーツ教室の域を脱していな
い

12,000 月1,000円 練習時間を作ること

350,000 会社補助及個人負担
練習人数が少ないためダブル
ス練習できない 指導者不足

60,000 月200円 /人 練習の集りが悪。 10,  11

70,000 月200円 /人 練習の集 りが悪し

50,000 助成金十個人負it 金銭面 2,7,9

70,000 月300円 /人 指導者がいなし 2,  6 市からの補助がほしし

120,000 月500円 /人 シャ トルの値」1が り

30,000 月250円 /人 練習の集りが悪。

14,000 中萩校区振興会費
練習の参加が悪い

(幼児をかかえている)
今年はPTA組 織を通じて会員を増や
したい

10,000 個人負担 シャ トルが入手 しに くし
このクラブはママさんだけのクラブで
なく地域住民を対象としたクラブであ
る

150,000 会費制 シャ トルが高 くつ くこと

20,000 寄附金+200円 /月 体育館が悪い
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所 在 地 責 任 者 ク ラ ブ 名 称 創立期 人数 活動 (練習 ) 練 習 場 所

21.鹿 児島・鹿児島 中 尾 州 宏 柴 原 同 好 会 49.  9
月回  1日 時‖1
4   2～ 3 小学校体

22. 秋  田・ 秋  田 樋 渡 満 子 秋 田 千 秋 ク ラ ブ 49  10 学校体    1

23.宮  崎・宮 崎 松 本 行 弘 ス ワ ン ク ラ ブ 48  11 2 県 体    3

24.埼 玉・ 蕨 井 上 マヤ子 蕨婦 人 Bク ラブ (仮 ) 46  12 市立体    2

25.埼 玉・草 加 長 田 正 英 草加市B協会家庭婦人部 48   7 2 市立体   3～ 6

26.京  都・北 区 中 村 久 江 平 安  ク ラ ブ 47.  9 府立体   2～ 4

27.宮 城・泉 市 野 村 俊 子 将 監 B同 好 会 49   3 5～ 6 2～ 3 イ手監 /1ヽ体      3

28.宮  崎・宮 崎 野 中 芳 郎 社 教 シャフ トクラブ 50   4 4 市立公民館  3

29.京  都・舞鶴市 丸 木 愛 子 愛  宕  ク ラ ブ 49  12 6 8～ 10  2 小学校    4

30.山  口・玖珂郡 田 中 博 美 興 lll石 油 B班 39.  4 社内体     2

31.愛 媛・新居浜市 宮    西 B.C 48   9 ョし,|ヤ  ヽ        2

住 友 重 機 婦 人 B 48  10 住友重機体  4

新 居 浜 校 区 B.C 49.  4 2 新ノlヽ体     3

三 苫 孝 ― 住友金子・北泉B.C 48   7 2 住友化Fr体   4

三 苫 孝 一 住化山田・前田B C 47.  9 2 住友化学体  4

堀    勲 男 金 栄 校 区 B.C 46   4 2 金栄小体   2

山 本 健一郎 中 萩 校 区 B.C 46.  8 2.5 中萩小講堂  1

松 井   哲 金 子 校 区 B.C 46.  9 市立南中体  2

伊 東 隆 弘 神 郷 校 区 B.C 50   4 8 川束中体   2

加 藤 誉 男 泉 川 校 区 B.C 47   8 8 泉川中体   2
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年運営費 運営費集金法 運 営 障 生 都合のよい

集 会 時期
そ の 他 の 意 見

円

35,000 個人負担
人数の少ないこと
シャトル代が高くつく

11  月

月300円 トル代の加算ン ヤ

7～ 8

5,000 個人負担
主婦の集まりのため全員そろ
わない

5～ 6

1,000 個人負担 練習会場と経費 特になし

月200円 練習会場 ?

120,000 月
300FJ/人
(休月100円 )

主婦ばかりで何かと休みが多
い

6,  11 調査結果をお知 らせ下さ。

正式コー トを作れな。
回１

し

年
な

習
何
練
と

て

こ

し

な

会
的
発
体
部
具

120,000 月1,000円 /人 現在のところ何もなし

18,000 月1,500円 /人 運営費の高いこと ヾド協公認の全国大会を望む

60,000 個人負担
シャトルの費用
コー ト数不足

月1,000円 /人 練習会場 特になし

100,000 個人負担 シャトルの高値

40,000 個人負担 指導者不足
シャトルの増加

主婦の立場上全国大会は必要なし,地
域で楽しい交流をしたい

70,000 部費
1,000円
1回練習100円

人間関係

140,000 市体協助成金と個人
負担 市立体育館のないこと 5又 は 6

仲間が集まらない
忙しくて練習不充分

8

6,000 6,000 Fl 特別になし

120,000 個人負担 シャ トル不足 11, 2

80,000 300円 /人

30



所 在 地 責 任 者 ク ラ ブ 名 称 創立期 人数 活動 (練習 ) 練 習 場 所

41 愛 媛・新居浜 四ツ田   博 高     津 B.C 48   8
月回  1日 時間
4       2

市立東中体
面

２

42.山  口 。大 竹 四 谷   勝 和 木 町 B教 室 婦 人部 45   4 和木町立体   3

43.東 京・板 橋 鈴 木 光 一 板 橋 区 B協 会 36   7 3 小学校体 2～ 3

44.群 馬・相 生 見 供 敏 造 桐生トレーニングクラブ 45  10 1 桐生市体   10

45。 二 重・亀 山 西 川 正 文 亀 山ママ さん クラブ 49   8 2 市内中体   2

46.二 重・一 志 島 地 良 子 津 市 婦 人 B.C 50.  1 2 2 津市市営体   2

47.愛  知・豊 田 細 野 節 子 豊 田婦 人 B同 好 会 46   6 4 市立体    8

48.宮 城・仙 台 菊 地 照 子 荒 町 学 区 B部 49.  4 , 小学校体   1

49.長  崎 。長 崎 柴 田 妙 子 平  和  ク ラ ブ 45  10 8～ 10  4 市立体    1

50.北海道・函 館 吉 田 惇 子 函 館 シャ トル クラブ 42.  4 フ菫年キ漁  3

51.栃  木・宇都宮 大 垣 ミ チ 陽 南 マ マ B.C 48   6 4 小学校体   1

52.二 重・四日市 三 谷 素 子 四日市婦人スポーツBC 45   4 6 市 営    2

53.京  都・舞 鶴 紀 田 丈 男 F Bク ラ ブ 45   4 小中学校体  2

54.愛  知・名古屋 都 竹 篤 子 愛 知 県
スポー ツ会館

バ ドミン トン同 好 会
48.  7 県スポーツ会館 4

55。 長 崎・長 崎 久 次 逸 子 三  和  ク ラ ブ 48  12 10  3～ 4 国際体    1

56.埼  玉・朝 霞 石 田 良 子 朝 霞 市 体 協 B部 48.  4 3 小中学校体  2

57.宮  崎 。宮 崎 広 田   彰 船 塚 町 婦 人 B=C 49   8 1 官大体    2

58.埼  玉・行 田 富 田 文 子 婦    人 B.C 49  11 2 県立体     3

59.群  馬・桐 生 関 口 和 茂 桜  木  ク ラ ブ 47   5 2 市立桜木中体 2

60.埼 玉・秩 父 新 井 定 吉 秩 父 市 B連 盟 48.  4 2 小学校体   4

3,



年運営費 運営費集金法 運 営 障 害
都合のよい

集 会 時 期
そ の 他 の 意 見

円

74,400 月
300円 8  月

月300円 特になし
シャ トルの破損がひどい, もっと丈夫
で格安のシャ トルを要求する

120,000 体
協補助
月500円 /人

シャトル代に追われる 5

120,000 個人負担
シャトル値上げによるクラブ
費不足

6,000 個人負担 コーチ

78,000 月500円

10,000 個人負担 5

200,000 大山体協よリ
ー部助

成 他個人負担
コー ト数の少ないこと
個人差のあること

指導者を県バ ド協に頼んでいる
他のクラブと交流したい

120,000 個人負担 専門的な指導者不足

250,000 年
6,000円 /人十入
会金500円

5

360,000 月1,000円 /人 技術差からでる練習の不満 7～ 8 全国組織にして交流を深めた。
指導者養成も考えたい

200,000 月700円 /人 体育館のないこと 7月 末

月100円 /人十使用
毎100円 /人

専用コー トのないこと
練習 日の少ないこと

160,000 個人負担 コー ト数不足

100,000 月500円 施設のないこと 4,7,8

70,000 月400円 指導者不足

1回 150円 練習会場

200,000 個人負担 体育館の狭さと練習日不足 シャトル代かさむ

300,000 個人負担 上級者と下級者のギャップ
日本協会の会員にするよりも日本協会
の後援団体組織に育成した方が長い目
で見る場合各方面にプラスになる
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所 在 地 責 任 者 ク ラ ブ 名 称 創立期 人数 活動 (練習 ) 練 習 場 所

61.広  島・安芸郡 吉 田 典 昭 パードピューティークラブ 48.  5
月回

4

1日 時間

2
町立公民館

面

２

62.長 崎・佐世保 坂 田 わか子 桜 ク フ ブ 50.  4 2 市立体    3

63.長 崎・西杵郡 山 崎   徳 高    島 BoC 45   4 2 小学校体   3

64.長 崎・佐世保 大 畑 弘 子 水 鳥  ク ラ ブ 47. 11 4 市立体    3

65.長  崎・諫 早 島 田 マス子 諫 早 つ つ し ク ラ ブ 47.  6 市立体    2

66.兵 庫・尼 崎 ‐4 守 園     田 B.C 48.  1 9 市立国田体 1～ 2

67.宮 城・仙 台 斎 藤 清 江
協
部
体

ン

区
ト
学

ン

泉
ミ
小
ド
南
パ

6 1 小学校体   1

68.愛 知 。大 山 水 野 智 子 大 山市 B.C婦 人部 48.  4 10  2～ 4 市立体    4

69.福  岡・福 岡 原 田 敬一郎 長  住  ク ラ ブ 44.  8 4～ 5  4 小学校講堂  2

70.宮  城・仙 台 真 山 絹 子 わ ば ム
ム 48  10 4 型宅す形∠

ヤ 4

71.福  岡・福 岡 副 島   瞳 東 B C 47  10 7～ 8   2 市民体  4～ 5

72 福 岡・福 岡 吉 田 信 子 若    久 B.C 48.  6 3 小学校講堂 _2

73.長 崎・長 崎 青 山 範 子 も み じ 48  11 2 県立体    1

74.長 崎 。長与町 山 田   澄 tv>r?17 48.  9 3 中学体    3

75.福  岡・福 岡 下 田 節 子 百  道  ク ラ ブ 46.  4 4 小学校講堂  2

76.福  岡・福 岡 大 沢 美 子 草 香 江 ク ラ ブ 33  10 小学校講堂  2

77.栃  木・宇都宮 増 山 陽 章 県 体 エ ー ス ク ラ ブ 48.  6 県立体    10

78.大 阪・生野区 山 村 愛 子 中 央 ホ ー ム 37.  4 γ十二査藤
少 2

79.東 京・杉 並 泰 生
ロ

ブ

ブ

ブ

ブ

ブ

ブ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ク

ク

ク

　

ク

ク

一̈
仲一一一

レ
ひ

た

い
ク

し

47.  4
から3
ケ月お

き創立

ク

ブ

５

久
Ｉ

フ

３

4～ 5 3～ 4 区立体   3～ 4
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―
第
７
回
ュ
ー
バ
ー
杯
大
会
日
本
チ
ー
ム
監
督
と
し
て
＝
そ
の
２

ユ
ー
バ
ー
杯
を
争
う
の
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
確
信

小
飼
栄

一

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
が
カ
ギ

そ
し
て
こ
れ
は
是
非
実
行
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
選
手

個
々
に
対
し
て
強
く
要
望
し
た
わ
け

で
す
。
私
は
か
ね
が
ね
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競

技
は
非
常
に
デ
ィ
フ
ェ
ン
シ
ブ
な
競

技
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
の

で
ゲ
ー
ム
を
観
る
時
も
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
の
巧
拙
が
さ
き
に
な
り
、
指
導
の

時
も
い
き
お
い
守
り
が
重
点
と
な
り

手

。
こ
の
よ
つ
な
見
方
を
し
て
ミ
ナ
ル

ニ
、
レ
ジ
ナ
組
を
分
析
し
ま
す
と
ミ

ナ
ル
ニ
の
下
半
身
の
復
調
は
い
ま
だ

し
で
す
が
、
レ
シ
ー
プ
テ
ク
ニ
ッ
ク

は
抜
群
で
下
半
身
の
も
ろ
さ
を
十
分

に
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
守
り
か
ら
攻

へ
の
転
換
の
う
ま
さ
は
さ
す
が
で
あ

り
、
そ
し
て
ベ
テ
ラ
ン
ら
し
い
冷
静

な
コ
ー
ス
の
読
み
は
確
実
に
ポ
イ
ン

卜
に
結
び
つ
け
て
い
る
の
が
、
レ
ジ

ナ
の
カ
ン
の
良
い
プ
レ
ー
と
相
ま
っ

て
一
応
ま
と
ま
っ
た
ダ
ブ
ル
ス
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
し
た
。

し
か
し
ミ
ナ
ル
ニ
の
脚
力
の
お
と

ろ
え
は
後
陣
に
お
い
て
は
左
右
に
振

ら
れ
長
い
ラ
リ
ー
に
な
る
と
つ
い
て

ゆ
け
ず
、
前
衛
に
は
い
る
と
ふ
み
込

み
が
た
り
な
い
た
め
決
め
球
を
逸
し

た
り
し
て
お
り
、
レ
ジ
ナ
も
キ
ャ
リ

ア
不
足
か
ら
甘
い
プ
レ
ー
が
多
く
、

つ
け
込
む
余
地
は
大
い
に
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
特
に
ミ
ナ
ル
ニ
も
レ
ジ

ナ
も
ス
マ
ッ
シ
ュ
に
威
力
を
欠
く
の

で
、
日
本
の
ダ
ブ
ル
ス
が
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
に
意
を
そ
そ
ぐ
な
ら
ば
、
は
る

か
に
わ
れ
わ
れ
の
方
が
強
力
な
ダ
ブ

ル
ス
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
わ

け
で
す
。

よ
り
安
定
し
た
ダ
ブ
ル
ス
が

ほ
し
い

十
二
月
の
総
合
選
手
権
大
会
は
、

こ
の
大
会
の
成
績
で
候
補
選
手
を
八

名
に
し
ぼ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の

で
選
手
た
ち
は
猿
ヶ
峡
合
宿
か
ら
非

常
に
燃
え
て
い
た
の
で
す
が
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
調
整
の
巧
拙
、　
一
発
勝
負

の
強
弱
が
残
る
と
予
想
さ
れ
た
選
手

を
落
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

総
合
大
会
終
了
後
、
前
述
し
た
通

リ
ダ
ブ
ル
ス
の
組
変
え
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
ま
ず
全
日
本

一
位
の
湯
木

・
池
田
組
に
つ
い
て
考
工祭
し
た
の
で

す
が
、
池
田
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
は
抜
群

と
し
て
も
攻
撃
に
変
化
が
と
ぼ
し
く
、

攻
め
き
れ
な
い
場
合
、
イ
ー
ジ
ー
な

返
球
が
多
く
て
こ
れ
が
反
撃
の
糸
口

を
敵
に
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
に
回
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
が
、
国
内
の
選
手
を
対
手
と
す
る

と
き
に
は
湯
木
が
よ
く
コ
ー
ス
を
読

み
、
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ボ

ロ
が
あ
ま
り
で
な
い
の
で
す
が
、
湯

木
が
疲
れ
た
り
、
ま
た
外
国
勢
と
の

対
戦
の
と
き
は
自
分
の
エ
リ
ア
だ
け

で
精

一
杯
に
な
っ
た
と
き
、
池
田
の

防
御
体
勢
に
問
題
が
残
る
わ
け
で
す
。

特
に
攻
撃
か
ら
守
備
に
変
っ
た
直

後
は
無
防
備
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
、

こ
れ
は
短
時
間
で
解
決
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ト
ッ
プ
の

ダ
ブ
ル
ス
と
し
て
は
不
安
が
あ
る
わ

け
で
す
。

ユ
杯
の
本
大
会
を
考
え
た
時
、
湯

木
に
は
単
、
複
を
や
っ
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
シ
ン
グ
ル
ス
が
終

っ
て
か
ら
ダ
ブ
ル
ス
に
な
る
の
で
、

現
地
の
気
候
等
を
考
慮
し
た
と
き
、

湯
木
は
池
田
を
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い

と
私
は
判
断
し
た
わ
け
で
す
。

湯
木
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に

中
山
コ
ー
チ
…
…
…

よ
り
書
企定
し
た
ダ
ブ
ル
ス
を
作
る

と
い
う
こ
と
は
私
の
持
論
で
は
、
よ

り
｛茎
定
し
た
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
す
る

ダ
ブ
ル
ス
を
作
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
レ
シ
ー
プ
の
す
ぐ
れ
た

選
手
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選
ぶ
必
要
が

あ
る
わ
け
で
す
。

全
日
本

一
位
の
湯
木
組
を
改
組
す

る
の
で
す
か
ら
、
当
然
他
の
ペ
ア
も

解
体
す
る
こ
と
を
前
提
に
湯
木
の
パ

ー
ト
ナ
ー
さ
が
し
を
し
た
わ
け
で
す
。

湯
木

・
竹
中
組
、
湯
木

・
相
沢
組

等
も
考
え
た
の
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る

帯
に
短
し
タ
ス
キ
に
長
し
で
、
結
論

が
容
易
に
で
な
か
っ
た
の
で
す
。
と

こ
ろ
が
時
期
尚
早
と
思
っ
て
打
診
し

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
と
い
っ

た
パ
ー
ト
ナ
ー
が
見
当
た
ら
ず
苦
慮

し
て
い
た
私
と
し
て
は
、
九
月
の
東
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海
村
合
宿
か
ら
選
手
と

一
諸
に
コ
ー

ト
に
は
い
っ
て
い
た
中
山
コ
ー
チ
を

最
適
任
者
と
し
て
白
羽
の
矢
を
た
て

た
の
で
す
。
彼
女
は
猿
ヶ
峡
合
宿
か

ら
本
格
的
に
練
習
を
始
め
て
お
り
、

こ
の
頃
は
現
役
時
代
の
六
割
位
ま
で

に
復
帰
を
し
て
い
る
の
と
、
そ
の
戻

る
ペ
ー
ス
が
非
常
に
早
く
な
っ
て
い

る
の
で

一
月
に
は
七
割
程
度
ま
で
カ

を
取
り
戻
す
の
で
は
な
い
か
と
推
察

す
る
こ
と
が
出
来
る
ま
で
に
な
っ
て

い
た
の
で
す
。

湯
木

。
中
山
組
が
出
来
る
と
世
界

最
高
の
ダ
ブ
ル
ス
が
生
ま
れ
る
と
私

は
確
信
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由

は
す
で
に
こ
の
ダ
ブ
ル
ス
は
全
英
選

手
権
大
会
で
優
勝
し
て
い
る
の
を
、

中
山
コ
ー
チ
は
ユ
ー
バ
ー
杯
初
優
勝

の
主
将
で
あ
り
、
湯
木

。
中
山
組
の

全
英
大
会
優
勝
も
日
本
人
で
初
め
て

で
あ
り
、
ま
た
湯
木
は
シ
ン
グ
ル
で

も
初
優
勝
者
で
あ
っ
て
、
こ
の
二
人

が
日
本
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
を
世

界

一
に
し
た
主
役
で
あ
る
か
ら
で
す
。

ユ
ー
バ
ー
杯
の
四
連
勝
も
世
界
で

初
め
て
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ

を
達
成
す
る
の
も
こ
の
二
人
し
か
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
勝
負

の
世
界
は
運
も
作
用
す
る
の
で
あ
れ

ば
縁
起
を
か
つ
い
で
み
る
の
も
必
要

な
こ
と
で
あ
り
、
幸
運
を
も
っ
た
二

人
が
組
ん
だ
ダ
ブ
ル
ス
は
世
界
最
強

と
な
る
と
思
わ
れ
た
の
で
し
た
。
ま

た
世
界
選
手
権
大
会
の
よ
つ
な
大
き

な
大
会
で
の
精
神
的
な
重
圧
の
な
か

で
、
自
分
を
見
失
わ
な
い
プ
レ
ー
ヤ

ー
は
そ
う
ざ
ら
に
い
な
い
し
、
特
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ミ
ナ
ル
ニ
を
圧
倒

す
る
に
は
中
山
コ
ー
チ
を
お
い
て
他

に
い
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ

以
上
の
理
由
で
湯
木
の
パ
ー
ト
ナ

ー
を
中
山
コ
ー
チ
と
決
め
、
湯
木
の

了
承
も
と
り
、
中
山
コ
ー
チ
現
役
復

帰
の
第

一
戦
を

一
月
十
九
日
に
行
わ

れ
る
第
四
回
国
際
競
技
大
会

（日
英

対
抗
）
の
東
京
大
会
と
し
た
の
で
す
。

成
果
は
あ
っ
た
日
英
対
抗

こ
の
時
の
英
国
チ
ー
ム
の
女
子
ダ

ブ
ル
ス
は
、
ギ
ル
ク
ス
・
ウ
ェ
ト
ナ

ー
ル
組
で
、
す
で
に
仙
台
大
会
で
竹

中

。
相
沢
組
を

一
方
的
に
降
す
好
調

ぶ
り
で
、　
一
際
目
立
っ
た
の
は
長
身

か
ら
の
角
度
の
あ
る
ス
マ
ッ
シ
ュ
と

ネ
ー
ト
す
れ
す
れ
の
ド
ロ
ッ
プ
に
よ

る
コ
ン
ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン
攻
撃
で
あ
っ

た
の
で
、
中
山
の
復
調
を
み
る
絶
好

の
機
会
と
な
っ
た
の
で
す
。

対
戦
の
結
果
は
非
常
に
内
容
の
あ

る
好
試
合
と
私
は
み
た
の
で
す
が
、

素
人
見
で
い
え
ば

一
方
的
に
攻
め
ま

く
ら
れ
、
ス
コ
ア
ー
も
点
差
が
つ
い

て
惨
敗
と
し
て
う
つ
ら
な
か
っ
た
よ

つヽ
で
す
。

し
か
し
私
や

一
部
の
識
者
の
間
で

は
復
帰
第

一
戦
と
し
て
は
上
出
来
で

あ
り
、
特
に
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
プ
レ
ー

は
さ
す
が
と
つ
な
ず
か
せ
る
も
の
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
攻
撃
は
や
は
り

二
年
半
の
プ
ラ
ン
ク
が
あ
り
あ
り
と

出
て
し
ま
っ
た
の
は
、
仕
方
の
な
い

こ
と
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
湯
木
と
し

て
は
池
田
の
攻
撃
力
と
単
純
に
比
較

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
ま
た
初

め
て
女
子
複
で
日
本

一
に
な
っ
た
プ

ラ
イ
ド
が
作
用
し
、
以
後
池
田
以
外

と
は
組
む
気
を
お
こ
さ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ト
の
中
に
い
る
者
は
、
レ
シ

ー
プ
の
素
晴
ら
し
さ
よ
り
、
ス
マ
ッ

シ
ュ
で
き
ま
る
こ
と
の
方
が
強
く
メ

ン
タ
ル
面
で
作
用
す
る
の
は
や
む
を

得
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
つ
な
時
ほ
ど
影
響
を
も
っ
た
人
の

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
オ
フ
ェ
ン
シ
ブ
な
考
え

方
を
重
点
に
指
導
し
て
い
る
人
で
あ

っ
た
な
ら
、
致
し
か
た
な
い
と
も
思

わ
れ
ま
す
。

こ
の
日
英
対
抗
の
一
戦
だ
け
の
こ

と
で
ダ
ブ
ル
ス
の
組
変
え
は
出
来
な

く
な
り
、
第
六
十
五
回
全
英
選
手
権

大
会
に
は
湯
木

・
池
田
組
、
竹
中

・

相
沢
組
、
中
山

。
西
尾
組
の
三
組
が

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

積
極
的
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

例
年
の
と
お
り
全
英
の
前
捷
戦
で

あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
に
出
ま

し
た
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
役
員
、

選
手
で
二
十
名
以
上
の
大
選
手
団
で

し
か
も
女
子
が
五
名
も
参
加
し
た
の

は
始
め
て
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
、

そ
し
て
複
で
新
鋭
の
イ
メ
ル
ダ

・
テ

レ
シ
ア
組
が
優
勝
し
、
単
で
も
ベ
ス

ト
８
に
二
人
も
残
る
な
ど
、　
ユ
ー
バ

ー
杯
に
か
け
る
熱
意
は
な
み
な
み
な

ら
ぬ
も
の
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
＾

こ
れ
に
反
し
て
日
本
勢
は
単
複
と

も
い
い
と
こ
ろ
な
く
敗
退
し
、
単
で

優
勝
の
最
右
翼
と
い
わ
れ
て
い
た
湯

木
が
不
調
で
準
々
決
勝
で
消
え
る
番

狂
せ
が
あ
り
、
全
英
大
会
で
の
多
難

さ
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

全
英
大
会
ま
で
の
約
十
日
間
に
選

手
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
調
整
を
し
た
わ

け
で
す
が
、
湯
木
だ
け
は
大
会
前
日

ま
で
両
足
の
炎
症
が
と
れ
ず
心
配
し

た
の
で
す
が
、
試
合
当
日
か
ら
徐
々

に
軽
く
な
り
連
勝
す
る
こ
と
が
で
き

竹
中
も
ベ
ス
ト
８
に
入
る
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
が
、
池
田
、
西
尾
は
国

際
大
会
で
活
躍
す
る
に
は
し
ば
ら
く

時
間
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
、　
ユ
杯
に
は
間
に
合
い
そ
う
も

な
い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

相
沢
８
竹
中
は
復
調
し
た

複
は
湯
木

・
池
田
組
が

一
回
戦
で

英
国
の
二
番
手
ガ
ー
ド
ナ
ー

・
ジ
ャ

イ
ル
ス
組
に
接
戦
の
す
え
敗
れ
た
の

ユーバー杯大会開会式でユーバー杯を手に入場す
る筆者 (う しろへ,福井コーチ,山本マネシャー)
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は
や
は
り
心
配
し
て
い
た
と
お
り
の

内
容
で
し
た
。
残
念
し
た
の
は
中
山

・
西
尾
組
で
二
回
戦
で
英
国
の
二
番

手
ボ
ク
ソ
ー
ル
・
ウ
ェ
ト
ナ
ー
ル
組

に
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
で
、
主
審
の

ジ
ャ
ッ
ジ
ミ
ス
か
ら
１８
１
‐７
の
一
点

差
で
敗
退
し
た
こ
と
で
す
。

し
か
し
こ
の
試
合
を
通
じ
て
、
中

山
が
全
盛
時
代
の
８５
％
ま
で
力
を
取

り
も
ど
し
た
こ
と
が
判
明
し
、
本
人

も
非
常
に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
出
来

た
の
は
何
よ
り
の
収
穫
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

竹
中

。
相
沢
組
が
こ
の
大
会
三
度

目
の
優
勝
を
な
し
と
げ
た
の
は
執
念

の
た
ま
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
が

一
回
戦
の

ニ
ー
ル
セ
ン
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
組
（英
）

と
の
第
ニ
ゲ
ー
ム
で
１４
‐
６
と
リ
ー

ド
さ
れ
て
、
今
シ
ー
ズ
ン
相
沢

・
竹

中
組
の
根
気
の
な
さ
か
ら
、
ほ
ぼ
こ

の
ゲ
ー
ム
は
あ
き
ら
め
る
で
あ
ろ
う

と
み
て
い
た
の
が
よ
く
ね
ば
り
、
Ｈ

ポ
イ
ン
ト
を
連
取
し
ス
ト
レ
ー
ト
勝

ち
を
お
さ
め
た
の
が
、
今
ま
で
何
か

切
れ
の
悪
い
ダ
ブ
ル
ス
を
し
て
い
た

の
が
全
盛
時
の
好
調
さ
に
近
い
ム
ー

ド
に
な
っ
て
そ
の
後
の
二
回
戦
、
三

回
戦
は
敵
な
し
の
強
さ
を
み
せ
て
く

れ
た
わ
け
で
す
。

そ
し
て
山
場
の
準
決
勝
、
ベ
ッ
ク

・
ギ
ル
ク
ス
組
と
の
対
戦
で
は
サ
ー

プ
が
こ
と
ご
と
く
つ
ぶ
さ
れ
て
第

一

ゲ
ー
ム
は
簡
単
に
と
ら
れ
て
し
ま
い
、

こ
れ
ま
で
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
第

ニ
ゲ
ー
ム
か
ら
シ
ョ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

を
や
め
ロ
ン
グ
ハ
イ
サ
ー
ビ
ス
一
辺

倒
で
ペ
ー
ス
を
変
え
、
こ
れ
が
成
功

し
て
こ
の
ゲ
ー
ム
を
取
り
、
フ
ァ
イ

ナ
ル
ゲ
ー
ム
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

第
ニ
ゲ
ー
ム
も
こ
の
ペ
ー
ス
で
進
み

終
始
リ
ー
ド
で
勝
っ
た
の
で
す
が
、

あ
れ
だ
け
甘
い
サ
ー
ビ
ス
で
も
勝
て

た
の
は
守
り
に
徹
し
て
よ
く
ひ
ろ
っ

た
の
が
、
結
果
と
し
て
よ
か
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

ユ
ー
バ
ー
杯
に
向
け
て

明
る
い
出
発

一
月
の
仙
台
で
の
日
英
戦
で
、
ギ

ル
ク
ス
組
に
シ
ョ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
も

フ
ェ
ン
ト
を
か
け
た
ド
リ
ブ
ン
サ
ー

ビ
ス
も
す
べ
て
つ
ぶ
さ
れ
て
試
合
に

な
ら
な
か
っ
た
と
き
、
ど
う
せ

一
発

で
つ
ぶ
さ
れ
る
の
な
ら
ロ
ン
グ

ハ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
使
う
の
も

一
方
法
と
し

て
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
後
合
宿
で
は
こ
の

練
習
は
し
て
い
な
い
の
で
す
が
ど
の

サ
ー
ビ
ス
も
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
い
ど

う
し
よ
つ
も
な
く
て
、
こ
の
無
鉄
砲

と
も
思
わ
れ
る
最
初
か
ら
打
た
せ
る

戦
法
を
と
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
が
堅
く
、
よ
く
し
の

い
で
い
っ
た
の
で
す
が
、
対
手
の
単

調
な
攻
め
に
も
救
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
決
勝
の
イ
メ
ル
ダ

・
テ
レ

シ
ヤ
組
に
は
第

一
ゲ
ー
ム
ー２
‐
７
と

リ
ー
ド
し
て
い
な
が
ら
こ
の
ハ
イ
サ

ー
ビ
ス
に
つ
け
こ
ま
れ
逆
転
さ
れ
１２

‐
‐５
で
と
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
ゲ

ー
ム
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
打
ち
過
ぎ

て
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
の
後
半
か
ら
日
本

側
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
が
優
位
に
な
り
、

つ
い
に
三
度
目
の
優
勝
を
飾
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
で
単
複
の
優

勝
を
日
本
に
持
ち
帰
る
こ
と
に
な
り
、

ユ
ー
バ
ー
杯
に
む
か
っ
て
明
る
い
ム

ー
ド
が
で
て
き
た
の
で
し
た
。

相
手
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ

デ
ン
マ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
、
全
英
大

会
の
両
大
会
で
み
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
．

英
国
の
競
技
力
の
向
上
は
目
を
み
は

る
も
の
が
あ
り
、
特
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
力
に
は
脅
威
を
お
ぼ
え
ま
し
た
＾

単
で
は
ウ
タ
ミ
の
一茎
定
し
た
力
、

タ
テ
ィ
の
力
強
い
オ
フ
ェ
ン
シ
ブ
な

プ
レ
ー
、
複
は
イ
メ
ル
ダ

・
テ
レ
シ

ア
の
飛
躍
的
な
成
長
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
も
第
ニ
ダ
ブ
ル
ス
を
作
る
た
め
に

ミ
ナ
ル
ニ
・
レ
ジ
ナ
組
が
わ
か
れ
て

ミ
ナ
ル
ニ
・
ベ
ラ
ワ
テ
ィ
組
と
ス
リ

ヤ
ン
テ
ィ

・
レ
ジ
ナ
組
と
に
組
変
え

て
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

ど
ち
ら
も
成
功
と
は
い
え
な
く
て
、

こ
の
ま
ま
で
は
ア
ブ

ハ
チ
取
ら
ず
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
見
て
い
た
の

で
す
が
、　
一
方
で
は
わ
れ
わ
れ
の
目

を
あ
ざ
む
く
作
戦
と
し
て
受
け
取
っ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
若
手
Ｍ
ｌ
の
ベ
ラ
ワ
テ
ィ

の
攻
撃
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
ミ
ナ
ル
ニ
と
組
ん
で

ダ
ブ
ル
ス
を
お
ぼ
え
た
時
は
非
常
に

強
力
な
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
こ
と
を
見
て
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
選
手
は
、
は
っ
き
り
と
単
と

複
に
専
門
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
国
を
あ
げ
て
の
体
制
作
り
が
成

さ
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
、
わ
れ
わ

れ
の
対
手
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
本
命

と
思
わ
ず
に
は
い
る
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）。

イギリス対インドネシア戦で主審に

かり出された山本マネジャー

ｌ
〓
　

・
一
　
一
ユ
ー
バ
ー
杯
奪
還

へ
の
道
・　
　
　
　
　
　
ｉ
・

・■
‥‐

―
杯
奪
還
へ
の
道
」
も
併
せ
て
あ
読

み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ぉ
願
い
い
た

し
ま
す
。

（編
集
部
）
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NO B 60ス フニー
NO B 55エ クセレント
NoB 45′ イヽ・ トーマス
NOB 40フ イアンス
NO B 55コ スモス
ニュープラック
ニュー ミニ

ウィンナー

ンルバーホークNS-5000
ンルバーホークBX-4000
カアル トン ,7x
ヵアル トン 37
キャリー  フS
キャリー 70
S-74 オールアタック
s-75 ラッンュ

用
　
　
　
　
　
用
　
　
用

手

‘

″
～

級

影

手

～

″
“

選

　

　

　

初

　

選

5.000
4,500
4,Ooo
3500
3.000
3.000
2.500
2.100
1,800
4.500
4.200
4,000
5,500
3,500
2.800
2.300
1.800
1,300
4,000
,800
ス
'00ス900
4,900
■900
5,500
5,000
4,500
4,500

400
300
200
7o0
500
500
400
400
550
500
400
550
300
500
200
400
350

河崎 ラケ }工 業佛

佛  ゴ

シューズの部
カワサキオリンナルシューズ
バ ドミントンンューズ (レ ツド )

″    (グ リーン )

ス トリングスの部

ツ

″

″

″

″

″

″

″

″

一

″

″

″

S-73
3500 キングメイ

麟 トヨダス ポー

悌 西 山 製 作

メ トロ 1/シ ャー

佛 諸 江 製 作 所

イオーンープ (青スパイラル )
″   (ア ンパー )

ハインーブデラックス (青スパイラル )
″     (赤 スパイラル )

ハインープ
Lコ01NA SHEEP 66
HORN SHEEP DX
HORN SHEDP
SANY― SHDEP SgⅣ
SP SHEEP
TOA CUT
ヨネックスンープ DX
ヨ沐ックスンープ

用手

″
″
″
″
″

選 ″

″
合

″
″
″

所
　
齢

０
い

く需殴の事傲 より,予告なく価格が変更される場合がありますが,あらか じめご了承ください>
000 ゴール ド



◇
今
月
号
か
ら
本
誌
の
定
価
を
三
〇

〇
円
に
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
諸
経
費
の
大
幅
な
値
上
り
の

た
め
、
は
な
は
だ
心
苦
し
い
の
で
す

が
、
読
者
の
皆
様
に
ご
了
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
そ
し
て
、
年
間
予
約
購
読
料
も
こ

れ
に
伴
い
三
〇
〇
〇
円
に
変
更
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　
一
年
間
十
二
冊

三
六
〇
〇
円
の
と
こ
ろ
を
、
二
冊
分

割
り
引
き
し
、
さ
ら
に
送
料
は
サ
ー

ビ
ス
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
便
利

な
年
間
予
約
購
読
シ
ス
テ
ム
を
ご
利

用
く
だ
さ
る
よ
つ
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
◇
な
お
、
昭
和
五

一
年
度
日
本
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
会
員
登
録
を
各
都
道

府
県
協
会
を
通
し
て
完
了
さ
れ
た
方

に
は
、
さ
ら
に
二
〇
〇
円
割
り
引
き

と
な
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
は
、
年

間
購
読
お
申
し
込
み
、
あ
る
い
は
継

続
切
り
か
え
の
時
に
、
購
読
料
払
込

用
紙
の
所
定
の
欄
に
、
日
本
協
会
会

員
番
号
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
員
番
号
は
各
都
道
府
県
協
会
に
確

認
の
マ
え
、
正
確
に
ご
記
入
く
だ
さ

い
ま
す
よ
つ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
こ
の
年
間
予
約
購
読
料
は
、　
一
年

十
二
冊
で
、
別
冊
や
増
刊
号
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

◇
別
冊
「
ユ
ー
バ
ー
杯
奪
還

へ
の
道
」

刊
行
に
さ
い
し
ま
し
て
、
皆
様
か
ら

非
常
に
多
く
の
お
申
込
み
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お

申
込
み
が
集
中
し
ま
し
た
た
め
に
、

発
送
に
時
間
が
か
か
り
、
代
金
到
着

後
二
十
日
ほ
ど
要
し
ま
し
た
。
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
あ

し
か
ら
ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
し
か
し
、　
一
部
の
方
々
か
ら
未
着

の
お
叱
り
を
い
た
だ
き
、
早
速
調
査

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
未
着
便
は

〓
た
時
期
に
集
中
し
て
お
り
、
事
故

か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
至
急
再
発

送
い
た
し
ま
し
た
。
本
書
を
お
申
込

み
い
た
だ
き
、
い
ま
だ
に
届
か
な
い

場
合
は
、　
ハ
ガ
キ
で
け
っ
こ
う
で
す

か
ら
編
集
部
あ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
毎
年
製
作
し
、
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
本
誌

一
年
分
の
合
本
バ
イ
ン

ダ
ー
を
、
今
年
は
年
末
に
発
売
い
た

し
ま
す
。
郵
送
料
が
大
幅
に
上
が
り

ま
し
た
の
で
、
今
年
は
実
費
を
ご
負

担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

バ
イ
ン
ダ
ー
は

一
部
五
〇
〇
円
で
お

分
け
で
き
る
よ
つ
に
、
現
在
業
者
と

交
渉
中
で
す
。
部
数
が
ま
と
ま
れ
ば

そ
れ
だ
け
コ
ス
ト
が
安
く
な
り
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
ま
と
め
て
お
求

め
く
だ
さ
い
。
発
売
は
年
末
の
予
定

で
す
が
、
予
約
受
付
け
を
開
始
い
た

し
ま
す
の
で
、　
ハ
ガ
キ
に
申
込
部
数

を
明
記
の
マ
え
、
編
集
部
あ
て
お
送

り
下
さ
い
。

＝
大
会
予
定
カ
レ
ン
ダ
‥
＝

◆
す
で
に
行
わ
れ
た
大
会

１
月
２４

・
２５
日
＝
ト
マ
ス
杯
大
会

ア
ジ
ア
東
地
区
予
選
決
勝
Ｔ
昼
示
）

２
月
１
日
＝
第
５
回
国
際
競
技
大

会

（日
独
大
会
）
家
〓津
若
松
）

２
月
８
日
＝
同
大
会

（函
館
）

２
月
ｎ
日
＝
同
大
会

（東
京
）

２
月
１４

・
‐５
日
＝
全
日
本
総
合
選

手
権
団
体
戦

（東
京
）

３
月
５
日
＝
第
７
回
全
日
本
女
子

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（吉
歪
暴
）

４
月
２

・
３
日
＝
ト
マ
ス
杯
大
会

ア
ジ
ア
地
区
予
選
決
勝

。
対
マ
レ

ー
シ
ア

（
マ
レ
ー
シ
ア
に
て
）

◆
開
催
を
予
定
し
準
備
中
の
大
会

６
月
２４
～
２９
日
＝
全
日
本
実
業
団

選
手
権

（神
奈
川
県
藤
沢
市
）

８
月
―
～
６
日
＝
全
国
高
校
総
合

体
育
大
会

（長
野
県
中
野
市
）

８
月
日
～
１５
日
＝
全
日
本
教
職
員

選
手
権

（東
京
都
）

８
月
１８
～
２０
日
＝
全
国
中
学
生
大

会

（仙
台
市
）

９
月
１２
～
‐５
日
＝
全
日
本
社
会
人

選
手
権

（宮
崎
市
）

Ю
月
２５
～
２８
日
＝
国
民
体
育
大
会

（佐
賀
県
牛
津
町
）

Ю
月
２６
～
３‐
日
＝
全
日
本
学
生
選

手
権

（東
京
都
）

曖
月
８
～
‐２
日
＝
全
日
本
総
合
選

手
権
個
人
戦

（東
京
都
）

５２
年
２
月
１９

。
２０
日
＝
全
日
本
総

合
選
手
権
団
体
戦

（東
京
都
）

第 8巻第 4号 定価 300円バ ドミン トン界 第78号

を
十
二
月
に
発
売
奪
Ｌ

本
誌
特
製
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バ
イ
ン
ダ
ー
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今
月
か
ら

一
部
三
〇
〇
円

一
年
間
は
六
〇
〇
円
割
引
の
三
〇
〇
〇
円

日
本
協
会
登
録
会
員
は

一
年
間
二
八
〇
〇
円
に
―
―「

ユ
杯
奪
還
へ
の
道
」
未
着
の

方
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
を



月
刊

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
」
第
７８
号

昭
和
五
十

一
年
四
月

一

昭
和
四
十
四
年
十
二
月
日
発
行

（毎
月

一
回

一
日
発
行
）

二
十
三
日
　
第
二
陸
郵
便
物
認
可

発

行

所

　

東
一ふ
都
渋
谷
躯
紳
舗
体一
シ
会一
″
内一　

日

本

バ

ド

ミ

ン
ト

ン
協

会

　

定

価

三
〇

〇

円

時速270Mの
ッシユ/

まっ黒いラケットから、まっ白いシャトルコッ

クが寺速270kmの スピードで、相手コートに

たたきつけられる。日にもとまらぬスマッシ

ュ。今や噂のラケット、プラッキー。その秘密は

ヨネックスが初めて可能にした、極細の特殊

ステンレスシャフト。ぐんと静田身で、普通よ

り長目ですから、まるでムチのように打つ瞬

問鋭利にしなります。息をのむ反発力です。そ

のうえ、特殊合金フレームの強さがプラスさ

れ、切れ味のよい攻撃力。あそこで、ここで、

プラックパワーと恐れられています。

L8100…KEN
●No 8100プラッキー


